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明
治
期
に
お
け
る
坑
業
災
害
と
炭
坑
経
営

1
豊
国
炭
坑

・
ガ

ス
爆
発
事
故
の
事
例
か
ら
ー

河

村

輝

樹

一
、

は

じ

め

に

明
治
四
〇
年

(
一
九
〇
七
)
七
月
二
〇
日
、
豊

国
炭
坑

(福
岡
県
糸
田
町
)
で
坑
内

設
置
の
安
全
灯
か
ら
ガ

ス
に
引
火
し
て
炭
塵
爆
発
を
誘
発
し
、
明
治
期
最
大
の
炭
坑

災
害

(坑
夫
三
六
五
死
亡
、
六
四
負
傷
)
を
引
き
起

こ
し
た
。
同
坑
は
操
業
停
止
状

態
と
な
り
、
復
旧
に
尽
力
し
た
が
経
営

は
行
き
詰
ま

っ
た
。
事
故
発
生
か
ら

お
よ

そ
二
カ
月
経
過
し
た

九
月
四
日
、
明
治
鉱
業

(安
川
敬

一
郎
)
が
同
坑
を
二
〇
〇
万

円
で
買
収
し
、
経
営
を
引
き
継
ぎ
、
新
会
社
と
し
て
出
発
し
た
。

豊
国
炭
坑
は
明
治
七
年
に
山
本
貴
三
郎
が
田
川
郡
糖
村
周
辺
に
借
区
し
た
炭
坑
で
、

明
治
二
二
年

(
一
人
八
九
)

の
筑
豊
炭
田
に
お
け
る
選
定
坑
区
策
定
の
際
に
は
平
岡

浩
太
郎
と
磯
野
小
左
衛
門
と
組
ん
で
共
同
で
出
願
し
、
借
区
に
成
功
し
た
。

こ
の
借

区
で
約
六
万
坪
か
ら
七
三
万
坪
に
拡
大
し
た
豊

国
炭
坑
は
、
坑
主
同
士
の
対
立

も

あ

っ
た
が
、
日
清
戦
争
の
石
炭

の
高
騰
と
特
需

の
追
い
風
を
受
け
て
炭
坑
経
営
は
順

調
に
発
展
し
た
。

明
治
三
二
年

(
一
八
九
九
)
、
豊
国
炭
坑
は
二

一
五
人
が
死
亡
す
る
大
規
模
な
ガ

ス
爆
発
事
故
を
起
こ
し
た
。
翌
三
三
年

(
一
九
〇
〇
)
に
は
、
山
本
貴
三
郎
が
三
井

家
か
ら
多
額

の
借
金
を
残
し
て
逝
去
し
、
山
本
家
は
破
産
し
た
。
平
岡
浩
太
郎
は
炭

坑
経
営
を
立
て
直
す
た
め
、
赤
池
炭
鉱
の
権
利
分

を
安
川
敬

一
郎
に
売
り
、
債
権

者

の
三
井
家
か
ら
豊
国
炭
坑
の
山
本
の
権
利
分
を
買
い
取
り
、
山
本
家
の
負
債
を
肩

代
わ
り
す
る
約
定
を
結
ん
だ
。
明
治
三
四
年

(
一
九
〇

一
)、
豊
国
炭
坑

の
経
営

は

事
実
上
、
平
岡
浩
太
郎
の

「専
有
」
と
な
り
、
石
炭
の
販
売
を
三
井
物
産
が

一
手
に

引
き
受
け
、
経
営
再
建
と
負
債
償
却
が
始
ま

っ
た
。

し
か
し
、
明
治
三
九
年

(
一
九
〇
六
)
、
平
岡
浩
太
郎
が
逝
去
し
、
翌
年
、
上
述

し
た
ガ
ス
爆
発
事
故
が
起

こ
り
、
平
岡
家
に
炭
坑
を
継
続
す
る
資
力
も
意
思
も
な
く
、

安
川
敬

一
郎
が
豊
国
炭
坑
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

『炭
坑
爆
発
誌
』
の
中
で
日
本
の
炭
坑
爆
発
を
考
察
し
た
井
出
健
六
は

「我
が
国
に

於
け
る
石
炭
坑
の
爆
発
に
就

て
」
に
左
記

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「惟
ふ
に
本
邦
に
於
て
此
種
の
論
説
及
記
事
の
少
き
は
爆
発
に
遭
遇
せ
る
技
術
者
は

進
ん
で
事
実
を
発
表
し
て
公
衆
の
判
断
に
訴
ふ
る
事
を
な
さ
ず
却
て
曖
昧
模
糊
の
中
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に
事
実
を
消
散
せ
し
め
、
局
外
者
は
適
格
な
る
事
実
を
認
識
せ
ざ
る
が
た
め
に
、
若

は
多
少
事
実
を
認
識
し
或
は
意
見
を
具
有
す
と

も
錐
も
進
ん
で
他
人
の
非
を
挙
げ
恨

を
買
ふ
の
愚
を
回
避
し
、
監
督
官
庁
に
於
て
も
坑
業
者
の
不
変
を
慮
り
技
師

の
調
査

報
告
せ
る
文
書
の
公
表
を
せ
ざ
る
に
由
来
す
る
に
非
る
か
、
随
て
吾
人
が
進
ん
で
此

問
題
を
研
究
せ
む
と
欲
す
る
も
事
実
に
関
す
る
知
識
に
乏
し
く
誠
に
暗
中
模
索

の
憾

深
し
」

本
稿
は
、
豊
国
炭
坑
を
対
象
と
し
て
伝
記
、
書
簡
、
経
理

・
約
定
書
類
を
も
と
に

坑
業
災
害
が
明
治
期

の
炭
坑
経
営
に
い
か
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
か
跡
づ
け
た

い
。
分
析
は
特
に
災
害
後

の
経
営

に
注
目
し
、
営
業
の
変
化
、
財
務
状
況
の
推
移
、

坑
主
の
役
割
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
た
。

本
稿
で
は
豊
国
炭
坑
と
三
井
物
産
の
関
係
を
示
す
史

・
資
料
を
も
と
に
、
二

つ
の

大
規
模
な
爆
発
が
起
き
た
明
治
三
三
年

(
一
九

〇
〇
)
か
ら
四
〇
年

(
一
九
〇
七
)
に

お
い
て
、
坑
業
災
害
が
明
治
期

の
炭
坑
経
営
に
与
え
た
意
味
や
影
響
を
明
ら
か
に
し

て
い
き
た
い
。

二
、
三
井
物
産
と

一
手
販
売
契
約

筑
豊
炭

田
の
炭
坑
と
の
石
炭
取
引
は
明
治

二
〇
年
代
後
半
か
ら
始
ま

っ
た
。
明
治

二
六
年

(
一
八
九
三
)
三
月
、
三
井
物
産
は
横

浜
江
尻
鉄
道
庁
に
石
炭

一
五
二
〇
万

斤
を
納
入
す
る
業
務
を
落
札
し
、
田
川
採
炭
会

社
と
豊
国
炭
坑
と
の
間
に
石
炭
の

一

手
販
売
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

「

契
約
証

今
般
横
浜
江
尻
鉄
道
庁
納
石
炭
弐
千
五
百
弐
拾
万
斤
ヲ
三
井
物
産
会
社

二
於
テ
入
札

法

二
依
リ
落
札
シ
タ
ル

ニ
付
示
談
之
上
同
社
ト
田
川
採
炭
会
社
福
島
良
助
及
豊
国
炭

坑
主
平
岡
浩
太
郎
ノ
間

二
於
テ
鉄
道
庁

へ
納
メ
方
ヲ
契
約
ス
ル
コ
ト
左

ノ
如
シ

第

一
条

三
井
物
産
会
社

ハ
鉄
道
庁

ヨ
リ
石
炭
弐
千
五
百
弐
拾
万
斤
ノ
納
メ
方
ヲ
受
負
規
定

ノ

証
拠
金
ヲ
納
メ
同
庁

二
対
シ
完
済
迄

ノ
責
任
ヲ
負

フ
モ
ノ
ニ
付
福
島
良
助
井
平
岡
浩

尤
曳

旦

鯨
レ
デ
八
ヨ
井
秘
産
会
祉
ゐ
代
ん
ダ
ル
～
キ
事

第
二
条

鉄
道
庁

へ
三
井
物
産
会
社
ヨ
リ
納
ム

ヘ
キ
石
炭
ノ
内
各
自
分
担

ス
ヘ
キ
数
量
ヲ
左

二

掲
ケ
且
ツ
之
レ
ヲ
該
横
浜
江
尻
ノ
鉄
道
庁

へ
各
持
込
納
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

田
川
四
尺
石
炭

田
川
採
炭
会
社

千
八
百
四
拾
万
斤

福
島
良
助

豊
国
石
炭

豊
国
炭
坑
主

千
八
百
四
拾
万
斤

平
岡
浩
太
郎

金
田
石
炭

千
八
百
四
拾
万
斤

三
井
物
産
会
社

合
計
二
千
五
百
弐
拾
万
斤
也

但
本
年
四
ツ
キ
ヨ
リ
廿
七
年

一
月
三
十

一
日
限
リ
毎
月
鉄
道
庁
ノ
指
揮

二
随
ヒ

無
相
違
上
納
ス

ヘ
キ
事

第
三
条

江
尻
納
炭
六
百
七
拾
弐
万
斤

ハ
協
議
之
上
横
浜
納
メ
同
価
格
ヲ
以
テ
田
川
採
炭
会
社

ヨ
リ
完
納
ス

ヘ
キ
事

但
此
六
百
七
拾
弐
万
斤

ハ
第
弐
条

二
記
載
セ
ル
田
川
炭
八
百
四
拾
万
斤
ノ
内
タ

ル

ヘ
キ

コ
ト
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第
四
条

横
浜
鉄
道
庁

へ
納
ム

ヘ
キ
石
炭

ハ
三
井
物
産
会
社

ヨ
リ
八
百
四
拾
万
斤
平
岡
浩
太
郎

ヨ
リ
八
百
四
拾
万
斤
福
島
良
助

ヨ
リ
百
六
拾
八
万
斤
ヲ
完
納

ス
ヘ
キ
事

第
五
条

三
井
物
産
会
社
ヨ
リ
納
ム

ヘ
キ
石
炭
ヲ
斯
ク
分
割
シ
テ
契
約
ヲ
為
シ
タ
ル
上

ハ
曽
テ

同
社

ヨ
リ
官

へ
納
メ
ア
ル
証
拠
金
三
分
ノ
壱
ツ

、
ヲ
平
岡
及
ヒ
福
島

ノ
両
人

ヨ
リ
三

井
物
産
会
社

へ
相
渡
シ
置
ク
モ
ノ
ト
ス

第
六
条

各
自
分
担
ノ
数
量
ヲ
定
メ
納
メ
方
取
扱
中

ハ
相
互

二
救
援
ス
ヘ
シ
ト
錐

モ
第
二
条
記

載

二
係
ル
分
担
納
メ
人
ノ
不
注
意

ヨ
リ
生
シ
タ

ル
損
害

ハ
其
者
ノ
負
担

二
帰
シ
他
ノ

両
人

ヘ
ハ
及
ホ
サ

、
ル
モ
ノ
ト
ス

但
本
文
ノ
場
合

ニ
ハ
福
島
良
介
及
平
岡
浩
太
郎

ヨ
リ
三
井
物
産
会
社

へ
差
入

ア
ル
保
証
金
ヲ
以
テ
鉄
道
庁
ノ
処
分
ヲ
受
ク

ヘ
キ

ハ
勿
論
其
他
損
害
ア
リ
シ
場
合

二

於
テ

ハ
銘
々
其
責

二
当
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト

ス

第
七
条

此
契
約

ハ
互

二
信
頼
ヲ
旨
ト
シ
成
立
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
付
各
自
受
負
高
完
納
迄
相
互

二

援
助

ス
ヘ
シ
爾
后
此
入
札
ア
ル
場
合

二
於
テ

ハ
各
自
見
込
ヲ
異

ニ
シ
入
札

ス
ル
ト
錐

モ
落
札
之
上

ハ
算
当
ノ
許
ス
限
リ

ハ
本
契
約
ノ
趣
意

二
依
リ
分
担
シ
納
方
ヲ
永
続
セ

シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
勉
ム

ヘ
シ

右
契
約
ヲ
取
結

ヒ
此
証
三
通
ヲ
作
リ
各
壱
通
宛

ヲ
分
蔵
ス
ル
モ
ノ
也

東
京
市
日
本
橋
区
兜
町
五
番
地

明
治
廿
六
年
三
月

三
井
物
産
会
社

々
長

(印
)

三
井
養
之
助

福
岡
縣
田
川
郡
弓
削

田
村
大
字
奈
良

田
川
採
炭
会
社

々
長

(印
)

福
島
良
助

福
岡
縣
田
川
郡
上
野
村
大
字
赤
池
寄
留

平
岡
浩
太
郎

(印
)
」

明
治
二
九
年

二

八
九
六
)
に
は
、
豊
国
炭
坑
と
三
井
物
産

の
間
に
毎
年
更
新
の

石
炭

一
手
販
売
契
約
が
成
立
し
、
三
井
物
産
に
よ
る
豊
国
炭

の
委
託
販
売
が
明
治
四

〇
年

(
一
九
〇
七
)
ま
で
継
続
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
三
井
物
産
は
石
炭
商
売
を
順
調
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
門
司
支
店

に
石
炭
本
部
、
主
要
地
の
支
店
に
支
部
を
置
き
、
全
国
枢
要

の
地
に
出
張
員
を
派
遣

し
、
他
種
類
、
等
級
品
質
の
差
、
地
域
や
運
炭
条
件
、
出
炭
高
や
時
期
な
ど
種

々
の

注
文
と
を
最
も
無
駄
な
く
引
き
合
わ
せ
て
、
大

口
か
ら
小
口
ま
で
数
多
く
の
取
引
の

集
積
で
多
額
の
商
売
を
成
立
さ
せ
て
い
た
。

筑
豊

の
全
出
炭
高
は
明
治
三
十
年
代
初
め
の
三
〇
〇
万

、ン
台
か
ら
日
露
戦
争
後

の
六
〇
〇
万
、
ン
台

へ
と
急
増
し
、
明
治
末
期
に
は
九
〇
〇
万
トン
台
に
達
し
た
。
三

井
鉱
山
は
、
日
清
戦
争
後
に
山
野
、
田
川
の
各
炭
坑
を
獲
得
し
、
日
露
戦
争
後
に
は

本
洞
炭
坑
を
得
て
質
量
と
も
筑
豊
炭
田
で
は
最
大
の
規
模
に
な

っ
た
。

ま
た
、
国
内
諸
工
業
は
、
日
露
戦
争
後
か
ら
鉄
道
や
海
運
部
門
な
ど

の
発
展
が
い

ち
じ
る
し
く
、
石
炭
需
要
が
急
伸
し
て
石
炭
取
引
の
重
要
性
が
高
ま

っ
て
い
た
。
こ

の
こ
ろ
、
満
鉄

の
撫
順
炭
や
イ
ギ
リ
ス
資
本

の
開
平

・
湊
州
坑
務
公
司

の
開
平
炭
が
、

東
ア
ジ
ア
三
大
市
場

(上
海
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)
と
い
う
三
井
物
産

の

"
独

占
市
場
"
を
脅
か
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
日
本
輸
入
が
増
え
国
内
炭
の
脅
威
に
も
な

り
始
め
て
い
た
。

国
内
で
は
、
各
炭
坑
の
投
資
が
増
え
、
出
炭
量
が
増
大
し
て
い
た
。
右
史
料

で
示



単位:円表1:石 炭一 手販 売 と三井 家出 資(明 治三 六年 六 月調べ)

合 計三井物産ヨリ貸三井銀行ヨリ貸

九 〇 四 、 六 一 五 ・八 八三 二二 、二 〇六 ・七 八五 八 二 、 四 〇 九 ・一 〇豊国炭坑
一 二五

、○ ○○ ・○ ○一 二五
、○○ ○ ・○○本洞炭坑

三 二八 、五 〇〇 ・○ ○三八 二 、五〇 〇 ・○○貝島太助

二二 、八 八〇 ・○ ○二 二 、八八 〇 ・○○麻生太吉

、 〇 五 七 、 〇 九 一 ・〇 八四 九 九 、 一 八 五 ・〇 八五 五七 、九〇 六 ・八〇貝島坑業会社

五〇 、○ ○○ ・○ ○五〇 、○ ○○ ・○○田島信夫

九 九、○ ○○ ・○ ○九、○ ○○ ・○○芳ノ谷炭坑

四、○ ○○ ・○○四、○ ○ ○ ・○○福井炭坑
一 七

、 八 八 七 ・九 四一 七
、 八 八 七 ・九 四岡田炭坑

一 七
、 一 五 五 ・六 八一 七

、 一 五 五 ・六 八玉城炭坑
一 六

、 六 〇 〇 ・○ ○一 六
、 六 〇 〇 ・○ ○篠原炭坑

八 、 九 四 四 ・八 二八 、 九 四 四 ・八 二関西採炭会社

二 、 九 〇 四 、 六 七 六 ・二 〇、 〇 三 四 、 九 八 〇 ・〇 三、 八 六 九 、 六 九 五 ・九 〇合 計

出所:三 井 文庫 編集 『三 井事 業史』資料 篇三 、一 九七 四年 、 四七 四頁。

し
た
よ
う
な
、
三
井
物
産
か
ら
金
融
を
受
け
て
石
炭

の

一
手
販
売
を
委
託
し
て
き
た

筑
豊
炭
坑
資
本
は
、
借
金

の
返
済
が
終
わ
る
と
、
さ
ら
に
新
規
投
資
を
増
や
し
て
出

炭
量
を
伸
ば
し
た
。
石
炭

の
供
給
は
次
第
に
需
要

の
著
増
を
も
上
回
る
勢

い
を
み
せ

つ
つ
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
三
井
鉱
山
出
炭
の

一
手
販
売
を
手
が
け
て
い
た
三
井
物

産
は
、
同
鉱
山
を
拡
大
す
る

一
方
で
石
炭
販
売
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
同
時
に
、
生
産
部
門
の
巨
額
な
収
益
を
保
証
す
る
た
め
に
は
、
三
井

物
産

の
販
売
能
力
や
市
場
開
拓
力
を
強
化
す
る
な
ど
市
場
独
占
が
よ
り
強
力
に
促
進

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

三
、
ガ

ス
爆
発
事
故
と
経
営
再
建

(
一
)
明
治
三
二
年
の
ガ

ス
爆
発

明
治
三
二
年

(
一
八
九
九
)
当
時
の
豊
国
炭
坑
は
約
七
三
万
坪

の
借
区
に
竪
坑

の

第

一
坑
と
斜
坑
の
第
二
、
三
坑
が
稼
働
、
坑
長
以
下
役
員
と
職
工
、
坑
夫
、
雑
役
夫

を
合
わ
せ
九
八
六
人
が
従
事
し
、
八
尺
か
ら
四
尺
層
炭
を
日
産
六
〇
〇

,ン
採
掘
す

る
優
良
炭
坑
だ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
の
六
月

一
五
日
に
発
生
し
た
ガ

ス
爆
発
は

こ
れ
ま
で
筑
豊
で
は
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
大
規
模
な
事
故
と
な
り
、
多
数

の
死
傷

者
を
出
し
て
大
き
な
損
害
を
与
え
た
。

「事
変
の
発
端

六
月
十
五
日
午
前
○
時
十
五
分
俄
然
遠
雷
の
如
き
音
響
同
時
に
第

一
坑
及
第
二
坑
よ
り
砂
塵
を
噴
出
し
凡
五
分
間
に
し
て
止
み
第
二
坑
の
方
稽
々
強
大

な
り
此
の
音
響
を
聞
く
と
同
時
に
徹
夜
々
警
に
従
事
す
る
取
締
所
員
は
直
に
非
常
の

号
鐘
を
鳴
ら
し
同
時
に
役
員
及
使
役
人
は
直
に
両
坑
付
近
に
集
合
せ
る
に
全
く
瓦
斯
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破
裂
の
形
跡
あ
り

一
同
大
に
驚
き
先
ず
昇
坑
し
来
る
負
傷
者

の
救
護
を
な
し
、

一
方

に
は
瓦
斯
爆
発
の
結
果
と
し
て
万

一
の
火
災
に
応
ず
る
為
兼
て
組
織
せ
る
消
防
隊
を

し
て
安
全
灯
消
防
用
ホ
ー

ス
パ
イ
プ
及
通
気
幕

を
準
備
し
第
二
坑
の
口
よ
り
四
尺
層

に
向
て
進
入
せ
し
め
た
る
に
四
尺
層
採
掘
に
従
事
せ
る
坑
夫
は
無
事
に
昇
坑
し
来
る

を
見
た
り

(元
来
当
坑
八
尺
層
に
は
常
に
瓦
斯
な
く
四
尺
層
に
は
稀
少

の
瓦
斯
あ
る

が
故
に
豫
て
坑
山
監
督
署
の
認
可
を
得
た
る
施
業
案
に
依
り
門
監
を
付
け
て
安
全
灯

を
使
用
し
来
れ
り
)
此
に
至
り
て
瓦
斯
爆
発
の
何
れ
の
場
所
な
る
か
を
疑

ひ
方
向
を

転
じ
て
左
旧
斜
坑
に
向
ひ
通
気
幕
に
依
り
て
進
入
せ
し
め
し
に
枠
其
他
に
吹
付
け
た

る
粉
炭

(炭
粉
及
粘
土
の
混
和
物
な
り
)

の
方
向
に
よ
り
始
め
て
其
爆
発
の
八
尺
層

中
に
あ
る
こ
と
を
認
め
た
る
と
同
時
に
入
坑
中

の
坑
夫

の
安
否
を
痛
感
し
役
員
其
他

使
役
人
等
を
し
て
坑
内
に
進
入
せ
し
め
ん
と
す

る
も
爆
発
後
の
瓦
斯
充
満
し
て
進
入

者
は
漸

々
昏
倒
人
事
不
省
と
な
る
も
の
甚
多
く
作
業

の
困
難
な
る
こ
と
を
非
常
に
し

て
昏
倒
者
を
坑
外
に
搬
出
せ
ん
と
す
れ
ば
搬
出
者
も
従
て
昏
倒
す
る
等
混
雑
筆
紙
に

尽
し
難
く
役
員
使
役
人
過
半
昏
倒
し
て

一
時
用
を
な
さ
ず

一
方
に
は
当
坑
担
当
の
医

師
を
し
て
坑

口
に
於
て
之
が
治
療
に
従
事
せ
し
め
た
り
。
」

事
故
が
発
生
し
て
す
ぐ
救
援
の
た
め
坑
内

に
入
っ
た
消
防
隊
は
、
爆
発
が
八
尺
層

中
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
被
災
者

の
救
出
と
坑
内
に
充
満
し
た
ガ
ス
の

排
出
に
手
間
取
り
、
同
月
二
九
日
に
な

っ
て
も
爆
発
現
場
に
近
づ
け
ず
遺
体

の
収
容

作
業
も
な
か
な
か
進
ま
な
か

っ
た
。
こ
の
爆
発
事
故
で
坑
内
と
坑

口
付
近
に
い
た
二

一
五
人
が
死
亡
、

一
一
人
が
負
傷
し
た
。

し
か
し
、
肝
心
の
炭
坑
復
旧
と
操
業
再
開
に

つ
い
て
右
記
事
は

「今
回
の
事
変
た

る
や
通
気
坑
道
を
破
損
せ
ら
れ
炭
酸
瓦
斯
坑
内

に
充
満
し
て
入
坑
至
難
為
め
に
屍
体

引
揚
意
の
如
く
進
捗
せ
ず
今
日
に
至
り
て
は
瓦
斯
は
己
に
排
出
せ
し
も

一
時
卿
筒
の

運
転
せ
ざ
り
し
が
為
め
卸
底
満
水
し
之
が
排
水
に
全
力
を
尽
せ
る
を
以
て
之
を
終
る

と
同
時
に
屍
体
引
揚
げ
も
完
了
す
べ
し
而
し
て
復
旧
工
事
に
着
手
し
破
損
な
き
場
所

は
七
月
中
旬
よ
り
破
損
せ
る
場
所
は
復
旧
す
る
に
従
ひ
て
採
炭
を
始
め
人
月
三
十

一

日
迄
に
復
旧
せ
し
む
る
の
予
定
な
る
も
当
分
の
間
は
坑
夫
等
恐
怖
心
あ
り
て
充
分
の

労
働
を
な
さ
ざ

る
べ
き
に
よ
り
事
変
前

の
採
炭
高
に
達
す
る
は
十
月
上
旬
な
る
べ

し
」
と
報
じ
て
い
る
。

(
二
)
炭
坑
専
有

『
平
岡
浩
太
郎
伝

(草
稿
)』
は
、
明
治
三
二
年

(
一
八
九
九
)
に
豊
国
炭
坑

で
起

こ
っ
た
ガ
ス
爆
発
事
故
に

つ
い
て
は
触
れ
て
い
な

い
。
爆
発
事
後
が
起
き
た
時
、
平

岡
浩
太
郎
は
ア
メ
リ
カ
を
視
察
旅
行
中
で
、
電
報

で
事
態
を
知
り
、
旅
行
を
取
り
止

め
て
帰
国
し
て
そ
の
処
理
に
当
た

っ
た
と
あ
る
。

「当
時
浩
太
郎
は
世
界
漫
遊
の
途
に
上
り
、
恰
も
米
国
に
在
り
、
嗣
子
良
助
の
同
国

大
学
に
留
学
せ
る
と
相
合
し
て
、
ビ
ワ
ツ
バ
ー
グ
奈
る
カ
ー
ネ
ギ
ー

の
製
鉄
所
視
察

中
に
電
報
に
て
事
変
を
知
り
た
る
が
、
電
文
簡
に
し
て
其
真
相
を
詳
ら
か
に
す
る
を

得
ず
、
唯
二
百
余

の
死
傷
者
を
出
し
て
炭
鉱
は
絶
大

の
損
害
を
蒙
り
た
る
を
知
る
も
、

死
傷
者
中
職
員
幾
名
を
含
み
居
る
や
を
知
る
に
由
奈
か
り
け
れ
ば
、
浩
太
郎
は
電
報

に
て
之
を
問
合
せ
た
る
も
暫
く
其
返
電
に
接
せ
ざ
り
き
。
而
る
に
浩
太
郎
の
切
に
之

を
知
ら
ん
と
欲
せ
し
は
、
職
員
に
し
て
坑
夫
と
共
に
驚
れ
た
れ
ば
、
坑
主
と
し
て
這

般

の
変
災
に
対
し
て
尽
く
す
べ
き
を
尽
く
せ
り
と
し
て
聯
か
面
目
を
存
す
る
を
得

べ

け
ん
も
、
斯
く
も
多
数
の
坑
夫
を
死
傷
せ
し
め
て
職
員
中
よ
り
死
傷
者
を
出
さ
ず
と

せ
ば
、
坑
主
と
し
て
社
会
に
対
し
如
何
に
も
面
目
奈
き
次
第
奈
り
。
果
し
て
然
ら
ば

悠

々
と
し
て
世
界
漫
遊
奈
ど
奈
し
居
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
直
ち
に
帰
朝
し
て
自
ら
善
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後
策
を
講
じ
、
死
傷
者
の
遺
族
を
弔
意
し
、
且

つ
社
会
に
対
し
て
坑
主
た
る
の
責
任

を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
謂
ふ
に
あ
り
し
が
、
該
変
災
の
起
り
し
は
恰
も
職

員
交
代
の
時
間
に
し
て
坑
内
に
は
職
員

の
留
ま

る
も
の
奈
か
り
し
際
奈
り
け
れ
ば
、

其
後

の
返
電
に
職
員
に
は
死
傷
者
甚
だ
少
奈
し
と
の
古
と
を
報
じ
来
り
た
る
を
以
て
、

浩
太
郎
は
断
然
旅
程
よ
り
帰
来
す
る
古
と

、
奈

れ
る
奈
り
。
而
し
て
豊
国
炭
鉱
に
て

は
浩
太
郎

の
帰
朝
前
に
於
て
既
に
応
急
の
処
置
を
講
じ
居
た
る
も
、
浩
太
郎
帰
朝
の

意
は
坑
主
た
る
責
任
上
旅
行
を
中
止
す
る
に
あ
り
し
を
、
其
後
再
び
其
旅
程
に
上
ら

ず
、
其
世
界
的
大
旅
行
の
企
て
も
遂

に
此
変
災

の
為
め
に
放
棄
す
る
の
已
む
奈
き
に

至
れ
り
」

ま
た
、
三
井
物
産
側
の
約
定
書
類
か
ら
は
、
事
故
処
理
と
経
営
の
立
て
直
し
の
た

め
、
資
金
繰
り
に
奔
走
す
る
平
岡
浩
太
郎
の
様

が
わ
か
る
。

「第
七
二
九
号

金
員
貸
借
契
約
謹
書
正
式
謄
本

東
京
府
東
京
市
日
本
橋
区
坂
本
町
四
十
三
番
地
設
置

債
権
者

三
井
物
産
合
名
会
社

右
合
名
会
社
長

右
代
表
者

三
井
元
之
助

三
十
三
年

(才
力
)

山
口
縣
長
門
国
赤
間
関
市
阿
弥
陀
町
百
廿
九
番
屋
敷
寄
留
神
奈
川
県
平
民
右
会
社

員

右
代
理
人

小
野
徳
風

三
十

一
年

福
岡
縣
筑
前
国
福
岡
市
博
多
下
対
馬
小
路
町
拾
三
番
地
住
所
士
族
坑
業

債
務
者

平
岡
浩
太
郎

四
十
六
年

福
岡
縣
豊
前
国
企
救
郡
小
倉
町
字
古
船
場
町
九
番
地
住
所
士
族
坑
業

債
務
者

山
本
太
郎

弐
十
七
年
八
ケ
月

山
口
縣
長
門
国
豊
浦
郡
長
府
村
第
弐
百
六
拾
番
屋
敷
寄
留
住
所
山
口
県
士
族
豊
国

炭
坑
々
長

右
平
岡
浩
太
郎
山
本
太
郎
代
理
人

佐
方
宗
介

四
十
三
年
八
ケ
月

東
京
府
東
京
市
芝
区
神
谷
町
拾
八
番
地
寄
留
長
崎
県
士
族
豊
国
炭
坑
員

右
保
謹
人

橋
口
正
弘

四
十
八
年

一
ケ
月

大
分
縣
豊
前
国
下
毛
郡
尾
紀
村
大
字
犬
丸
百
五
番
住
所
平
民
無
職
業

立
会
人

中
尾
亀
蔵

弐
十
五
年

一
月

右
債
権
者
三
井
物
産
合
名
会
社
ヲ
代
表
シ
タ
ル
三
井
元
之
助
ノ
部
理
代
人
タ
ル
委
任

状
ヲ
所
持
シ
タ
ル
小
野
徳
風
ト
債
務
者
平
岡
浩
太
郎
同
山
本
太
郎
ノ
部
理
代
人
タ
ル

委
任
状
ヲ
所
持
シ
タ
ル
佐
方
宗
介
ト
保
謹
人
橋
口
正
弘
ト
ハ
明
治
参
拾
参
年
参
月
参

日
本
職
役
場
二
於
テ
中
尾
亀
蔵
ノ
立
会
ヲ
以
テ
左
ノ
契
約
ヲ
締
結
ス

第
壱
条

債
権
者
三
井
物
産
合
名
会
社
ト
債
務
者
平
岡
浩
太
郎
同
山
本
太
郎

ハ
双
方

ノ
間

二
於
テ
金
員
貸
借
及
豊
国
石
炭

(塊
炭
)

一
手
販
売
ノ
事
ヲ
以
下
数
条
之
如
ク

契
約
ス

第
弐
条

債
権
者
三
井
物
産
合
名
会
社
ハ
豊
前
国
田
川
郡
弓
削
田
村
字
宮
床
豊
国
炭

坑
々
業
平
岡
浩
太
郎
山
本
太
郎
ヨ
リ
本
契
約
書
第
四
条
ノ
物
件
及
豊
国
炭
坑
採
掘
ノ

権
井
二
福
岡
縣
田
川
郡
弓
削
田
村
宮
床
所
在
ノ
宅
地
田
地
山
林
及
地
所
所
在
ノ
建
物

且
ツ
之

二
附
属
ス
ル
造
作
等
ヲ
第
壱
番
書
入
抵
当

二
取
リ
連
帯
借
主
ナ
ル
平
岡
浩
太

蹄
山
本
太
郎

二
金
参
拾
訂
防
ヲ
貸
与
セ
レ
依
デ
平
岡
浩
太
郎
山
本
太
郎
ノ
両
債
務
者

ハ
連
帯
シ
テ
之
ヲ
借
受
ケ
正
二
領
収
シ
タ
リ

第
参
条

債
務
者
平
岡
浩
太
郎
山
本
太
郎
ハ
豊
前
国
田
川
郡
弓
削
田
村
字
宮
床
石
炭
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坑
区
二
十
三
万
八
十
九
坪
五
合
ノ
坑
区
権
書
入
登
録
ヲ
福
岡
県
坑
山
監
督
署
へ
出
頭

シ
又
地
所
建
物
ハ
行
事
区
裁
判
所
香
春
出
張
所

へ
書
入
登
記
申
請
シ
其
登
記
ヲ
受
ク

可
シ

第
四
条

債
務
者
平
岡
浩
太
郎
同
山
本
太
郎
ハ
福
岡
県
田
川
郡
弓
削
田
村
字
宮
床
豊

国
炭
坑
内
及
其
使
用
ス
ル
地
盤
上
井

二
建
物
内
二
存
在
ス
ル
左
ノ
物
件
ヲ
前
第
二
条

ノ
借
用
金

二
対
シ
書
入
抵
当
ト
為
シ
タ
リ

但
シ
将
来
所
有
ス
ル
物
件
ハ
悉
皆
之
ヲ
追
加
書
入
レ
ト
ナ
ス
ベ
キ
事

(抵
当
物
件

・
表
2
参
照
)

右
物
件

ハ
福
岡
県
田
川
郡
弓
削
田
村

(宮
床
)
豊
国
炭
坑
内

二
現
在

ノ
侭
債
務
者
平

岡
浩
太
郎
同
山
本
太
郎
ヲ
シ
テ
之
ヲ
保
管
セ
シ
ム
其
保
管
謹
書

ハ
此
契
約
締
結
後
直

チ

ニ
受
渡
ヲ
ナ
ス
約
ナ
リ
ト
ス

第
五
条

債
務
者
平
岡
浩
太
郎
同
山
本
太
郎

ハ
元
金
参
拾
萬
円

ハ
明
治
参
拾
参
年
玖

月
ヨ
リ
豊
国

(宮
床
)
炭
坑

ヨ
リ
採
掘

ス
ル
塊
炭
壱
頓

二
付
金
壱
円
ノ
割
ヲ
以
テ
債

権
者
三
井
物
産
合
名
会
社

二
必
ス
返
却

ス
可
キ
事
」
、

右
は
明
治
三
三
年

(
一
九
〇
〇
)
三
月
に
三
井
物
産
と
豊
国
炭
坑
の
石
炭

一
手
販

売
契
約
と
同
時
に
交
わ
さ
れ
た
出
資
契
約
の

一
部
で
あ
る
。

こ
の
約
定
書
に
よ
る
と

平
岡
浩
太
郎
は
共
同
経
営
者
、
山
本
貴
三
を
引

き
継
い
だ
長
男

の
太
郎
と
連
帯
で
豊

国
炭
坑
の
採
掘
権

・
炭
坑
の
機
械
、
建
物
、
土

地
な
ど
す
べ
て
を
抵
当
に
入
れ
三
井

物
産

(福
岡
県
大
牟
田
)
か
ら
年

一
割

の
利
息

で
三
〇
万
円
を
借
り
入
れ
た
。

こ
の

借
入
金
の
元
金
は
、
採
掘
し
た
塊
炭

一
,ン
に

つ
き

一
円
で
、
利
息
を
塊
炭

一
、
ン
に

つ
き
三
〇
銭
で
返
済
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
井
鉱
山

(大
牟
田
)
か
ら
島
田

純

一
が
豊
国
炭
坑
に
派
遣
さ
れ
管
理
に
当
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。

平
岡
は
経
営
資
産
を
三
井
物
産
に
出
し
、
石
炭

一
手
販
売
契
約
を
作
り
直
し
、
取

り

つ
け
た
三
〇
万
円
の
出
資
で
経
営
危
機
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。し

か
し
、
共
同
経
営

の
山
本
家
に
は
多
額
の
負
債
が
あ
り
、
嗣
子
、
山
本
太
郎
は

豊
国
炭
坑

の
経
営
権
を
手
放
す

つ
も
り
で
い
た
。

「明
治
三
十
三
年
十
二
月
山
本
貴
三
郎
の
没
す
る
や
、
山
本
家
の
負
債
五
十
万
円
あ

り
。
其
内
二
十
万
円
は
三
十
二
年
の
豊
国
炭
坑
大
爆
発
の
復
旧
工
事

の
際
三
井
家
よ

り
借
入
れ
た
る
も
の
奈
り
き
。
其
子
、
太
郎
に
至
り
山
本
家

の
財
政
愈

々
窮
乏
を
告

げ
た
れ
ば
、
井
生

(麻
生
力
)
大
吉
、
太
郎

の
代
人
と
奈
り
大
野
仁
平
を
訪
ひ
其
窮

状
を
告
げ
、
且
つ
此
侭
に
て
荏
尊
時
日
を
経
過
せ
ば
、
結
局
炭
鉱
は
債
権
者
の
為
め

に
差
押

へ
ら
れ
山
本
家
は
破
産

の
外
無
き
に
至
ら
ん
。
故
に
今

日
の
急
は
坑
山
を
売

却
し
て
之
が
整
理
を
図
る
に
若
か
ず
。
然
れ
ど
も
半
権
利

の
み
に
て
は
到
底
之
が
希

望
を
達
す
る
古
と
能
は
ざ
れ
ば
、
平
岡
家
の
権
利
も
亦
た
之
と
同
時
に
売
却
せ
ら
れ

た
し
、
其
価
格
は
大
約
二
百
万
円
奈
ら
ば
可
奈
ら
ん
、
と
語
り
た
れ
ば
大
野
は
浩
太

郎
に
此
事
情
を
説
き
て
其
同
意
を
得
其
旨
を
山
本
家
に
伝

へ
た
れ
ば
、
太
郎
は
上
京

し
て
三
井
三
菱
其
他
富
豪

に
交
渉
す
る
所
あ
り
し
も
、
何
れ
も
其
交
渉
に
応
ず
る
も

の
奈
か
り
し
よ
り
、
太
郎
は
福
岡
に
帰
り
再
び
井
生
を
し
て
大
野
に
説
か
し
め
、
山

本
の
半
権
利
を
平
岡
家
に
て
買
収
さ
れ
ん
古
と
を
求
め
、
大
野
は
之
を
浩
太
郎
に
口

り
し
も
、
当
時
浩
太
郎
は
政
治
上
に
巨
額
の
金
員
を
投
ぜ
し
後
奈
り
し
を
以
て
之
を

拒
絶
す
る
に
至
り
た
り
き
。
然
れ
ど
も
山
本
家
は
財
政
窮
迫
の
余
り
、
其
坑
山
も
亦

た
強
売
さ
る

＼
の
不
幸
を
見
る
に
至
ら
ん
と
せ
る
を
以
て
、
井
生
大
吉
及
び
光
田
和

助
を
し
て
再
び
平
岡
家
に
懇
請
す
る
に
、
是
非
共
平
岡
家
に
於
て
之
を
引
受
け
ら
れ

【53一



表2抵 当物件表(1900年)

項 目

18吋 両 シ リンダー捲 揚機械

蒸 溜機

7分 スチー ル ワイ ヤー ロー プ2,000PRほ か付属 品

6吋 原 動機

ランガ シア経6呪1吋 長 三30呪

同経6沢5吋 長26択

同経6呪6吋 長34択

同経6呪6吋 長30呪

同高 圧径6択3吋 長30呪

コー ル ニ ッシ ュ経5沢 長24沢

18吋 スペ シ ャル卿 筒(ポ ンプ)

16吋 スペ シャル卿 筒

15吋 卿筒

14吋 嘲筒

12吋 卿筒

10吋 卿筒

8吋 卿筒

6吋 卿筒

4吋 半縦 ドンキー

10吋 板 金パ イ プ

10吋 鋳 物パ イ プ

8吋 鋳物 パイ プ

6吋 鋳 物パ イプ

6吋 フラ ンパ イ プ

5吋 フ ランパイ プ

4吋 半同

4吋 同

3吋 半同

3吋2分 同

3吋 同

2吋 同

3吋 同

3吋尾 斯 パイ プ

吋6分 同

吋 半尾斯 パ イプ

6分 同

12吋 レール

竪 坑櫓(高 さ26尺)

煉 瓦煙 突(高 さ52尺 ・内経 平均3尺)

炭 車

ダ ライ盤(9尺)

同(14尺)

ボール 盤 ・大小

ワ ンマ シュ

10吋Tノ 字 パ イプ

8吋 同

6吋 同

5吋 同

4吋 同

一54一

数 量

1台

1台

1式

1台

1台

1台

2台

4台

2台

3台

2台

3台

1台

2台

1台

1台

2台

1台

1台

160吋

210吋

10吋

120吋

2,050吋

2,010吋

90吋

800吋

880吋

612吋

1,270吋

160吋

160吋

40吋

20吋

llO吋

720吋

29,000吋

1カ 所

1台

390輌

1台

1台

2台

1台

12個

4個

14個

3個

14個



3吋 半 同

3吋Tノ 字パ イ プ

2吋 半 同

2吋 同

吋 半 同

6分 同

10吋 ベ ン ド

6吋 同

5吋 同

4吋 同

3吋 同

3吋 半 同

2吋 半 同

8吋 ス トップバ ル ブ

6吋 同

5吋 同

4吋 同

3吋 同

2吋 半 同

2吋 同

吋半 同

真 鍮製 ス トップバル ブ

同6分 同

真 鍮製2吋 半三 方 コツ ク

3吋 パ ッキ ンパ イ プ

4吋 同

5吋 同

6吋 同

10吋 ヘ ノ字パ イプ

5吋 股 パイ プ

6吋 クラ ックバ ル ブ

4吋 十 ノ字 パイ プ

砥 石 車

火 造処

万力

金 敷

豆腐方 金敷

長 方形 金敷

定盤

三角 定盤

ハ ン ドボ ール

板 金煙 筒(高 さ56尺 経2尺8吋)

3分 厚 板金(内 訳:48が23枚 、46が10枚)

チ ェー ンブル ック(内 訳:3ト ン捲 が1個 、1トン捲 が1個)

ス リュ ウジ ャ ッキ

5吋 ハ ン ドポ ンプ

8吋 ベ ン ド

出所 三井 文庫所 蔵 史料 『田川 採炭 豊 国炭坑 書類 』明治33年729号 約 定 書 よ り作成 。

註:吋=イ ンチ 、呪 二 フ ィー ト。
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1個

17個

2個

8個

4個

10個

1個

11個

5個

15個

5個

4個

2個

7個

5個

4個

4個

4個

1個

3個

1個

4個

3個

1個

2個

1個

2個

1個

1個

1個

6個

1個

1台

4カ 所

8挺

4個

1個

1個

1個

2個

2挺

1台

33枚

2個

3台

2台

1個



ん
古
と
を
以
て
し
、
叉
之
を
大
野
に
依
頼
し
て
浩
太
郎
を
動
か
さ
し
め
ん
と
せ
り
。

当
時
九
州
地
坑
鉱
業
家

の
意
見
を
微
す
る
に
、
豊
国
炭
坑

の
全
価
格
は
大
約
百
五
十

万
円
奈
り
と
云

へ
ば
、
其
半
権

の
利
価
格
は
七
十
五
万
円
奈
り
き
。
大
野
は
再
び
浩

太
郎
に
対
し
て
之
を
説
き
た
る
に
、
浩
太
郎
は

『
我
負
債
は
現
に
五
六
十
万
円
に
達

せ
り
。
然
る
に
更
に
七
十
五
万
円
の
負
債
を
生
ず
る
に
於
て
奈
何
と
も
す
べ
か
ら
ず
、

且

つ
目
下
七
十
五
万
円

の
金
を
調
達
せ
ん
と
す

る
も
其
策
無
き
に
あ
ら
ず
や
。
』
と

答

へ
て
再
び
之
を
拒
絶
せ
ん
と
せ
る
も
、
大
野
は
山
本
家

の
破
産
も
亦
憐
れ
む
べ
し

と
説
き
、
浩
太
郎

の

『
之
を
救
ふ
の
方
法
あ
ら
ば
之
を
救
ふ
べ
き
も
、
其
方
法
奈
き

を
奈
何
せ
ん
。』
と
嘆
息
せ
る
に
大
野
は
熱
誠
を
以
て

『
巳
む
を
得
ず
ん
ば
赤
池
炭
鉱

の
半
権
利
を
安
川
敬

一
郎
に
譲
り
て
は
如
何
』

と
勧
め
た
れ
ば
浩
太
郎

の
口
断
奈
る

直
ち
に
之
を
諾
し
、
更
に
之
を
安
川
に
協
り
し
に
安
川
も
亦
た
浩
太
郎

の
意
を
諒
と

し
、
終
に
赤
池
炭
坑

の
価
格
を
八
十
万
円
と
見
積
り
、
其
半
権
利
四
十
万
円
を
出
し

て
之
を
引
受
く
る
古
と
に
決
し
之
が
契
約
を
締
結

し
た
り
。
当
時
浩
太
郎
に
於
て
は

固
よ
り
赤
池
炭
坑
の
半
権
利
を
売
却
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
必
要
無
か
り
し
も
、
之

を
売
却
せ
ざ
れ
ば
山
本
家

の
破
産
を
救
ふ
古
と
能
は
ざ
る
を
以
て
、
之
を
安
川
に
譲

る
の
已
む
べ
か
ら
ざ
る
に
至
り
し
奈
り
。
而
し
て
山
本
家
に
対
す
る
其
処
置
は
素
よ

り
其
窮
迫
を
救
ふ
に
あ
れ
ば
、
彼

の
負
債
を
償
却
せ
し
め
て
尚
余
あ
る
も
の
た
ら
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
豊
国
炭
坑

の
価
格
は
百
五
十
万
円
の
評
価
奈
れ
ば
其
半
権
利

は
七
十
五
万
円
に
て
買
収
す
る
を
得
べ
き
も
、

浩
太
郎
は
更
に
之
を
高
価
に
見
積
り

其
総
価
格
を
百
七
十
万
円
と
し
て
其
半
権
利
を

八
十
五
万
円
と
し
て
買
収
し
、
山
本

家

の
家
計
を
し
て
安
全
奈
ら
し
む
る
古
と

、
せ
り
。
時
に
明
治
三
十
四
年
五
月
奈

り

き
。
斯
く
て
山
本
家

の
負
債
額
中
、
三
井
家
に
属
す
る
二
十
万
円
は
浩
太
郎
に
於
て

之
を
引
継
ぎ
、
残
額
三
十
万
円
は
現
金
を
以
て
調
達
し
、
又
其
残
額
三
十
五
万
円
は

之
を
五
箇
年
賦
と
し
て
年
六
朱

の
利
子
を
付
し

て
償
却
す
る
古
と

、
奈
し
た
れ
ば
、

山
本
家
に
取
り
て
は
極
め
て
利
益
あ
る
条
約
奈
り
き
。
是
れ
浩
太
郎
が
亡
友
の
嗣
子

た
る
太
郎
の
為
め
に
、
其
情
を
致

し
た
る
も
の
に
て
、
実
に
浩
太
郎

の
浩
太
郎
た
る

所
以
奈
り
き
。
然
れ
ど
も
浩
太
郎
の
負
債
は
益
多
き
を
加

へ
、
終
に
三
井
家
と
契
約

を
締
結
し
て
之
が
販
売
を
委
託
す
る
に
至
れ
る
も
全
く
之
が
為
奈
り
き
。
」
、

以
上
は

『
平
岡
浩
太
郎
伝
』
に
記
さ
れ
た
明
治
三
四
年

(
一
九
〇

一
)
五
月
に
平
岡

浩
太
郎
が
豊
国
炭
坑

の
経
営
を
専
有
す
る
ま
で
に
至

っ
た
経
緯
で
あ
る
。

要
約
す
る
と
再
建
途
上
の
明
治
三
三
年

(
一
九
〇
〇
)

一
二
月
、
共
同
経
営
者

の

山
本
貴
三
郎
が
急
死
し
て
山
本
家
が
破
産
し
た
。
同
家
に
は
五
〇
万
円
の
負
債
が
あ

り
、
こ
の
内
二
〇
万
円
は
山
本
貴
三
郎
が
爆
発
事
故
で
被
害
を
受
け
た
炭
坑
の
復
旧

工
事
費
と
し
て
三
井
家
か
ら
借
り
入
れ
た
も
の
だ

っ
た
。
嗣
子
、
山
本
太
郎
は
玄
洋

社
古
参
、
大
野
仁
平
、
の
勧
め
で
私
財
差
し
押
さ
え

の
前
に
炭
坑
経
営
権
の
処
分
を

考
え
、
三
井
や
三
菱
な
ど
の
中
央
資
本
に
譲
渡
を
打
診
し
た
が
、
反
応
が
薄
か

っ
た

の
で
平
岡
に
買
い
取
る
よ
う
求
め
た
。

し
か
し
、
平
岡
も
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
お
り
、
山
本

の
経
営
権
を
引
き
受
け
ら

れ
る
状
態
で
は
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
安
川
敬

一
郎
と
共
同
経
営
に
あ
る
赤
池
炭
坑

の
権
利
分
を
四
〇
万
円
で
安
川
に
譲
渡
し
、
豊
国
炭
坑
の
山
本
権
利
分
を
八
十
五
万

円
で
買
い
取

っ
た
。
買
収
資
金

の
八
五
万
円
は
、
山
本
家
が
三
井
家
か
ら
借
り
た
二

〇
万
円
を
自
己
債
務
と
し
て
引
き
受
け
、
三
〇
万
円
は
現
金
と
し
、
残
り
三
五
万
円

は
五
力
年
賦

・
年
六
朱

の
利
子
で
償
却
す
る
こ
と
で
ま
と
ま

っ
た
。

明
治
三
四
年

(
一
九
〇

一
)
五
月
、
豊
国
炭
坑
は
事
実
上
、
平
岡
浩
太
郎

の
専
有

と
な
り
、
改
め
て
三
井
物
産
と

一
手
販
売
契
約
を
結
び
直
し
て
本
格
的
な
経
営
再
建

が
は
じ
ま

っ
た
。
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(三
)
財
務
状
況

さ
て
、
明
治
三
三
年

(
一
九
〇
〇
)
の
ガ

ス
爆
発
事
故
か
ら
倒
産
に
い
た
る
四
十

年

(
一
九
〇
七
)
の
炭
じ
ん
爆
発
事
故
ま
で
の
豊
国
炭
坑
の
経
営
状
態
が
、
三
井
物

産
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
で
き
る
。

表
3
は
豊
国
炭
坑
の
予
算
表
か
ら
明
治
三
四
年

(
一
九
〇

一
)
か
ら
三
九
年

(
一
九

〇
六
)
ま
で
の
総
収
入
の
推
移
を
示
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
明
治
三
四
年

(
一
九

〇

一
)
は
、
事
故
の
影
響
も
あ

っ
て
か
下
半
期

か
ら
の
計
上
に
な

っ
て
お
り
比
較
が

難
し
い
が
、
明
治
三
八
年

(
一
九
〇
五
)
を
除
け
ば
、
同
坑
の
収
入
は
お
お
む
ね
上
昇

傾
向
に
あ
る
。
豊
国
炭
坑
が
大
惨
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
故
後

の
経
営
は
順
調
に

回
復
し
て
い
っ
た
。

表
4
-
1
～
6
の
当
該
期
間
に
お
け
る
同
坑

の
出
炭
高
を
見
る
と
、
明
治
三
四
年

(
一
九
〇

一
)
は

一
一
五
〇
〇
〇
トン
だ
が
、
翌
年
か
ら
は
二
五
万
トン
～
三
〇
万
ト
ン
出

炭
を
推
移
し
、
総
売
上
げ
H
総
収
入
も
明
治
三
十
五
年

(
一
九
〇
二
)
以
降
は

一
〇

〇
万
円
を
越
え
て
い
る
。

表
2
か
ら
総
収
入
に
対
す
る
支
出
の
内
訳
に

つ
い
て
精
査
し
て
み
よ
う
。
各
年
と

も
全
体
の
過
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
の
が
、
営
業
費
で
あ
る
。
現
代

の
企
業
経
営

に
お
い
て
期
間
的
な
営
業
費
と
し
て
、
販
売
費

と

一
般
管
理
費
を
指
す
が
、
当
時
の

炭
坑
経
営

で
言
う

「営
業
」
と
は
い
か
な
る
行

為
を
指
す
の
か
、
ま
た
、
経
理
上
、

ど

の
よ
う
な
費
用
を
含
め
た
の
か
、
個

々
の
炭

坑
で
も
そ
の
内
容
が
異
な
る
で
あ
ろ

う
か
ら
こ
れ
を
定
め
る
の
は
難
し
い
。
推
測
で
あ
る
が
、
資
料
中
の
豊
国
炭
坑
の
営

業
費
と
は
、
採
炭
か
ら
運
搬
、
販
売
、
管
理
に
関
わ
る
炭
坑

の
操
業
に
必
要
な
諸
費

用
を
合
計
し
た
金
額
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
支
出
の
う
え
で
大
部
を
占
め
る
の
が
負
債
の
償
却
で
あ
る
。
山
本
家

の

負
債
を
は
じ
め
平
岡
の
負
債
、
三
井
銀
行

へ
の
債
務
、
負
債
利
子
な
ど
で
、
過
去
の

借
金
や
炭
坑
の
復
旧
費
用
に
要
し
た
借
入
金
が
当
該
期
間
中
、
同
坑

の
経
営
に
大
き

な
負
担
と
な

っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
事
故
の
翌
年

の
純
利
益
は
八
四

一
円
で
始

ま
り
、
収
益
が
上
が

っ
た
年
に
大
幅
に
負
債
を
償
却
し
て
い
る
。
明
治
三
七
年

二

九
〇
四
)
に
は
純
利
益
が
最
低
の
五
二
円
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
は

一
部

を
残
せ
ば
負
債
も
減
少
し
、
翌
年
か
ら
は
純
利
益
が
急
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の

要
因
と
し
て
は
明
治
三
七
年

(
一
九
〇
四
)
に
勃
発
し
た
日
露
戦
争
を
契
機
と
し
た

石
炭
価
格
の
上
昇
で
あ
る
。

数
量
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
明
治
三
四
年

二

九
〇

こ

か
ら
三
九
年

(
一
九
〇
六
)

ま
で
の
各
年
の
営
業
利
益

と
経
常
利
益

を
算
出
し
、
こ
の
期
間
の
豊
国
炭
坑

の
財

務
状
況
を
診
断
し
て
み
よ
う
。

当
該
期
間
に
お
け
る
豊
国
炭
坑

の
営
業
利
益
は
、
順
調
に
増
大
し
て
お
り
、
明
治

三
四
年

(
一
九
〇

一
)
下
半
期
に
約

一
二
万
円
だ

っ
た
の
が
、
三
六
年

(
一
九
〇
三
)

に
三
〇
万
円
を
越
え
、
三
七
年

(
一
九
〇
四
)
に
は
四
〇
万
円
以
上
に
達
し
て
い
る
。

営
業
利
益
だ
け
で
判
断
す
る
と
、
同
坑
は

「営
業
黒
字
」
に
あ
る
。

経
常
利
益
も
当
該
期
間
中
、
順
調
な
増
加
を
示
し
て
お
り
、
明
治
三
三
年

(
一
九

〇
〇
)
の
事
故
の
あ
と
、
同
坑
の
経
営
は
順
調
に
回
復
し
て
い
た
。

し
か
し
、
以
上
の
試
み
は
す
べ
て
本
業
と
し
て
の
営
業
活
動
に
伴

っ
て
発
生
し
た

と
す
る
収
益
や
費
用
を
算
出
し
、
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
か
ら
当
該
期
間
中
の

純
利
益
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
同
坑

の
本
格
的
な
経
営

の
回
復
は
明
治
三
八
年

(
一
九
〇
五
)
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
経
営
は
表

2
で
示
し
た
通
り
、

収
益
の
ほ
と
ん
ど
が
負
債

の
償
却
や
借
入
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ
、
実
際
に
は
経
営

が
順
調
に
回
復
し
て
い
た
と
は
言

い
難

い
。
豊
国
炭
坑
の
経
理
資
料
は
、
明
治
期
筑

豊
の
地
場
炭
坑
が

一
度
で
も
大
き
な
災
害
に
み
ま
わ
れ
る
と
、
復
興
や
再
建
に
必
要

な
借
入
金
が
大
き
な
足
か
せ
と
な
り
、
経
営
再
生
に
長
い
年
月
を
要
し
た
こ
と
を
示
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表3豊 国炭 坑収 支予 算表(1901～06年) (単位:円)

工百 日

支

出

内

訳

純利益

営業費

平岡負債償却

三井銀行返金

山本返金

山周返金

長谷川返金

山際送り

築港会社株金払込

尼ケ崎口

山周斤先

負債利子
三井物産借越払込

藤口口

藤口渡

掛売負債払

賞与

坑主渡

拡張費

差引益金

営業利益

経常利益

1901年

(M34)下 半季

327,750

60,000

42,000

15,000

9,565

7,000

2,100

2,000

7,350

3,864

58,430

20,000

4,800

20,000

5,000

21,000

50,000

841

ll6,986

188,556

1902年

(M35)

712,500

100,000

45,000

10,200

3,600

4,000

12,600

7,728

107,725

5,250

12,000

36,000

80,000

8,397

287,922

180,197

1903年

(M36)

769,500

24,000

162,000

67,820

3,600

6,750

9,072

88,165

15,000

48,000

36,000

6,693

355,428

267,263

1904年

(M37)

855,000

66,000

200,000

75,760

3,600

10,080

64,508

15,000

48,000

36,000

52

406,320

341,812

1905年

(M38)

769,500

140,000

75,760

3,600

9,072

38,932

15,000

60,000

24,000

100,736

355,428

316,496

1906年

(M39)

855,000

37,820

3,600

10,080

15,156

15,000

60,000

36,000

341,344

394,320

379,164

出所:三 井文庫所蔵史料 『田川採 炭豊国炭坑書類』よ り作成。

註:ロ 判読不能。

表4-1豊 国炭坑 出炭 表(1901年) 表4--4豊 国炭 坑 出炭表(1904年)

1901年(M34)下 半 季 1904年(M37)

種類

出炭高

坑所実数

売上

赤池坑売却代内入

総収入(円)

塊炭

69,000

5,300

365,700

130,000

切炭

46,000

3,500

161,000

656,700

総出炭高(ト ン) 種類

ll5,000 出炭高

坑所実数

売上

総収入(円)

塊炭

180,000

5,300

954,000

切炭

120,000

3,500

420,000

1,374,000

総出炭高(ト ン)

300,000

出所:三 井文庫所蔵史料 『田川採炭豊国炭坑書類』より作成。

出所:三 井文庫所蔵史料『田川採炭豊国炭坑書類』より作成。

表4-2豊 国 炭坑 出炭表(1902年) 表4-5豊 国炭坑 出 炭表(1905年)

1902年(M35) 1905年(M38)

種類

出炭高

坑所実数

売上

総収入(円)

塊炭

150,000

5,300

795,000

切炭

100,000

3,500

350,000

1,145,000

総出炭高(ト ン) 種類

250,000 出炭高

坑所実数

売上

総収入(円)

塊炭

162,000

5,300

858,600

切炭

108,000

3,500

378,000

1,236,600

総出炭高(ト ン)

270,000

出所:三 井文庫所蔵史料 『田川採炭豊国炭坑書類』より作成。

表4-3豊 国炭 坑出 炭表(1903年)

出所:三 井文庫所蔵史料『田川採炭豊国炭坑書類』より作成。

表4-6豊 国 炭坑 出炭 表(1906年)

1903年(M36) 1906年(M39)

種類

出炭高

坑所実数

売上

総収入(円)

塊炭

162,000

5,300

858,600

切炭

108,000

3,500

378,000

1,236,600

総出炭高(ト ン) 種類

270,000 出炭高

坑所実数

売上

総 収入(円)

塊炭

182,000

5,300

954,000

切炭

120,000

3,500

420,000

1,374,000

総出炭高(ト ン)

300,000

出所:三 井文庫所蔵史料 『田川採炭豊国炭坑書類』より作成。 出所:三 井文庫所蔵史料 『田川採炭豊国炭坑書類』より作成。
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し

て

い
る

・
鋤

(四
)
共
同
経
営
の
意
味
す
る
も

の

企
業
の
変
動
ー
消
滅
と
参
入
。
石
炭
企
業
は
そ
の
変
動
の
い
ち
じ
る
し
い
点
に
特

色
が
見
ら
れ
る
。
「破
産
は
し
ば
し
ば
生
じ
る
が
、
再
建
も
新
し
い
企
業
の
参
入
も
同

様
に
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
。
あ
る
企
業
が
行
詰

る
と
、
株
主
や
債
権
者
は
損
を
す
る

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
炭
坑
施
設
は
残

っ
て
い
る
。
製
造
業
の
工
場
や
建
物
の
場
合
に

は
、
他

の
商
品
の
生
産
に
転
換
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
が
、
炭
坑
の
場
合
に

は
た
だ

一
つ
の
目
的
に
し
か
使
え
な
い
し
、
炭
層
が
な
く
な
る
ま
で
こ
の
産
業
に
と

ど
ま
る

こ
と
に
な
る
」
。

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
事
情
以
上
に
、
石
炭
企
業
は
変

動
の
要
因
を
内
在
さ
せ
て
い
る
。
前
節
で
も
述

べ
た
通
り
、
災
害
に
よ
る
損
失
に
し

て
も
炭
坑
に
及
ぼ
す
打
撃
は
大
き
く
、
経
営
を
再
生
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
史
料
を
も
と
に
企
業
者
、
平
岡
浩
太
郎
を
追

い
な
が
ら
、
彼

の
関
わ

っ
た
炭
坑
の
経
営
形
態
を
検
討
す
る
。
2

平
岡
浩
太
郎
は
、
明
治

一
四
年

(
一
八
八

一
)
、
頭
山
満
ら
と

一
緒
に
玄
洋
社
を
設

立
し
て
社
長
に
就
任
し
た
が
、
す
ぐ
に
辞
め
て
実
業
入
り
を
目
指
し
た
。
明
治

一
六

年

(
一
八
八
三
)
に
は
、
企
救
郡
項
吉
銅
山
や
遠
賀
郡
中
間
炭
坑
、
鞍
手
郡
金
剛
炭

坑
の
経
営
に
乗
り
出
す
が
ど
れ
も
失
敗
に
終
わ

っ
た
。
明
治

一
八
年

(
一
八
八
五
)、

田
川
郡
赤
池
に
借
区
し
た
時
は
開
発
に
困
難
を
極
め
、
平
岡

「自
ら
坑
夫
に
伍
し
て

経
営
に
力
」
ん
だ
と

い
う
。

こ
の
炭
坑
は
後
に
安
川
敬

一
郎
の
借
区
と
合
同
し
、
共

同
経
営
の
赤
池
炭
坑
と
な
り
、
平
岡
が
事
業
監
督
、
安
川
が
石
炭
の
採
掘
と
販
売
を

受
け
持

っ
た
。
資
料
は
経
営
者
と
し
て
の
平
岡
を
安
川
と
比
べ
な
が
ら
講
評
し
て
い

る
。

「炭
坑
界
に
於
け
る
浩
太
郎

の
歴
史
は
失
敗
を
以
て
満
た
さ
れ

つ
、
あ
り
し
も
、
敬

一
郎
の
経
歴
に
は
成
功

の
方
面
多

か
り
き
。
浩
太
郎
は
奮
闘
を
以
て
生
命
と
奈
し
、

終
始
創
業
的
精
神
を
失
は
ざ
り
し
と
錐
も
、
敬

一
郎
は
堅
忍
持
久
、
守
成
的
精
神
を

以
て

一
貫
し
た
り
き
。
浩
太
郎
は
機
を
見
る
に
敏
に
事
を
成
す
に
勇
に
、
会
心
の
境

に
達
す
れ
ば
、
即
ち

一
気
に
直
進
せ
り
と
錐
も
、
敬

一
郎
は
頭
脳
明
晰
思
慮
周
密
に

し
て
成
算
熟
せ
ざ
れ
ば
敢
て
動
か
ず
。
浩
太
郎
は
政
治
家
に
し
て
実
業
家
た
る
を
以

て
必
ず
し
も
事
業
に
拘
泥
せ
ざ
り
し
も
、
敬

一
郎
は
全
力
を

一
事
業
に
集
中
し
て
復

た
他
を
顧
み
ず
。
浩
太
郎
は
豪
放
箭
落
、
乾
坤

一
榔
の
謄
あ
り
て
、
所
謂
炭
坑
家
た

る
の
本
色
を
露
出
し
た
り
と
錐
も
、
敬

一
郎
は
小
心
翼

々
輻
晦
を
以
て
秘
訣
と
奈
し

絶

て
虚
名
を
世
上
に
求
む
る
古
と
を
欲
せ
ず
。
敬

一
郎
の
性
格
は
損
大
立
地
漢
陽
善

質
の
風
あ
り
。
浩
太
郎
は
戦

へ
ば
必
ず
勝
ち
、
攻
む
れ
ば
必
ず
取
る
の
韓
信
奈
り
し

と
錐
も
、
敬

一
郎
は
即
ち
然
ら
ず
、
縄
墨
を
守
り
規
矩
に
則
り
、
粛
何
の
画

一
奈
る

が
如
く
・
飽
く
ま
で
も
常
倫
常
理
を
脱
す
る
を
敢
て
せ
ざ
り
し
奈
り
」
劉

ま
た
、
豊
国
炭
坑
で
の
平
岡
浩
太
郎
と
山
本
貴
三
郎
の
共
同
経
営
に
つ
い
て
は
次

ぎ

の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

「浩
太
郎
と
山
本
貴
三
郎
と
の
干
繋

(関
係
力
)
は
、
浩
太
郎
と
安
川
敬

一
郎
と
の
干

繋
と
は
少
し
く
其
趣
を
異
に
す
と
錐
も
、
貴
三
郎
は
浩
太
郎
に
頼
ら
ざ
れ
ば
事
を
成

す
古
と
能
は
ず
、
浩
太
郎
も
ま
た
貴
三
郎
を
接
ざ
れ
ば
、
其
手
腕
を
操
る
に
由
無
か

り
し
奈
り
、
故
に
豊
国
炭
坑
の
成
功
は
浩
太
郎
と
貴
三
郎
と
の
協
力

一
致
に
帰
せ
ざ

る
べ
か
ら
ず
㌔

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
平
岡
浩
太
郎

の
強
い
個
性
と
行
動
力
、
高
い
目
的
意
識
を
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持

っ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
炭
坑
経
営
に
臨
ん
で
い
た
姿
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

組
織

の
存
続
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
良
否
に
依

存
し
、
そ
の
良
否
は
そ
れ
の
基
礎
に

あ
る
道
徳
性
の
高
さ
に
生
ず
る

と
い
う
が
、
赤
池
、
豊
国
両
炭
坑
に
お
け
る
共
同

経
営
を
読
み
と
る
と
、
坑
主
同
士
が
お
互
い
の
良
き
特
性
11
役
割
を
生
か
し
な
が
ら

補
完
し
合
い
、
炭
坑
を
切
り
回
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

明
治
維
新
以
後
、
華
族
は
資
本
家
と
し
て
創

業
資
金
と
そ
れ
に
伴
う
信
用
を
供
給

し
、
士
族
が
企
業
経
営
者
と
し
て
新
知
識
と
経
営
指
導
力
と
を
そ
れ
ぞ
れ
企
業
に
供

与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
の
工
業
化
に
貢
献
し
た
こ
と
が
通
説
に
な
り

つ
つ
あ

る
。
明
治
期

の
企
業
経
営
者

の
約
半
数
が
士
族
出
身
者
で
、
高
等
教
育
を
受
け
た
士

族
経
営
者
の
比
率
は
高
か
っ
た
。,、平
岡
、
山
本
、
安
川
の
三
人
も
士
族
出
身

で
あ
り
、

青
年
期

の
平
岡
は
博
多
で
高
場
乱

、
安
川
は
江
戸
で
勝
海
舟
に
師
事
し
た
こ
と
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
筑
豊
炭

田
に
起
業
し
た
彼
ら
は
お
互
い
を
パ
ー
ト

ナ
ー
(
p
a
r
t
n
e
r

)
と
し
、
共
同
で
借
区
し
て
石
炭

を
採
掘
し
た
。

イ
ギ
リ

ス
の
場
合
、
産
業
革
命
期
に
工
場
制
生
産
体
制
を
築

い
た
企
業
は
、
多
く

の
場

合
、
企

業

形
態

と

し

て

は
個

人
企

業

も

し
く

は
パ

ー

ト
ナ

ー

シ

ッ
プ

(
p
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p

)
に
よ

っ
て
い
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
形
式
上
は
合
名
会
社
で
あ

る
が
、
実
態
は
家
族
な

い
し

一
族
出
資

の
会
社
組
織
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
工
場
経

営
者
を
中
核
と
し
て
、
経
営
上
従
属
的
役
割
を
持

っ
た
出
資
者
が
い
わ
ば
従

の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
集
ま
る
と
い
う
形
か
、

こ
の
い
ず
れ
か
で
あ

っ
た
。
鋤

ウ

ェ
ー

ル
ズ
南
東
部

の
グ
ラ
モ
ー
ガ
ン
州
で
は
、

一
八
四
〇
年
以
降
、
石
炭
産
業

が
発
展
し
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
鉄
工
業
か
ら

の
受
注
や
蒸
気
用
石
炭
の
輸
出
が
盛

ん
に
な
り
、
石
炭
企
業

へ
の
投
資
が
拡
大
し
た
。
こ
の
地
域

で
は
地
元
商
工
業
者
、

農
民
、
坑
夫
、
鉱
山
技
師
と
い
っ
た
複
数
の
地

元
投
資
家
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん
だ

炭
坑
開
発
が
顕
著
だ

っ
た
。

一
九
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
、
炭
坑
経
営
は
有
限
会
社
形
式

に
移
行
し
て
い
っ
た
が
、
南
ウ

ェ
ー
ル
ズ
の
諸
炭
坑
は
小
集
団
の
地
場
資
本
に
支
配

さ
れ
て
い
た
・
鋤

筑
豊
炭
田
の
石
炭
企
業
を
振
り
返
る
と
、
明
治
六
年

(
一
八
七
三
)
に
日
本
坑
法

(太
政
官
布
告

二
五
九
号
)
が
公
布
さ
れ
る
と
無
数

の
小
炭
坑
が
錯
雑
し
て
混
乱
を

生
じ
た
が
、
二
二
年

(
一
八
八
九
)
の
選
定
坑
区
制
の
施
行
で
整
理

・
統
合
が
進
み
、

筑
豊
の
炭
坑
は
い
っ
き
ょ
に
全
国
平
均
を
引
き
は
な
し
て
大
規
模
化
し
た
。
そ
れ
は

石
炭
産
業
に
お
け
る
原
始
的
蓄
積
の
実
現

の
重
要
な

婁

因
で
あ

っ
た
・
謝

選
定
坑
区
で
借
区
し
た
筑
豊
炭
坑
資
本
は
、
個
人
企
業
か
共
同
経
営
企
業

で
あ

る
。
謝平
岡
浩
太
郎
は
安
川
、
山
本
と
組
ん
で
借
区
し
、
炭
坑
経
営
を
共
同
で
切
り
回

し
た
鋤
。

こ
こ
に
筑
豊
石
炭
企
業
に
現
れ
た

"
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
"
経
営
の

一
形

態
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
史
料
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
赤
池
、
豊
国
両
炭
坑

の
共

同
経
営
は
優
劣
や
従
属
の
関
係
で
は
な
く
、
「炭
山
」
に
精
通
し
た
二
人
の
経
営
者
が

事
業
監
督
、
採
掘
、
販
売
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
役
割
を
担
い
、
対
等
関
係

を
保
ち

つ
つ
炭
坑
を
操
業
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
会
社
設
立
が
参
加
者
個
人
の
力

量
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
異
動
は
た
だ
ち
に
会
社
の
解
散
と
組

織
変
更
を
意
味
し
た
。
豊
国
炭
坑
の
経
営
は
、
明
治
三
二
年

(
一
八
九
九
)

の
ガ
ス

爆
発
事
故
、
共
同
経
営
者
の
山
本
貴
三
郎
の
死
亡
と
い
っ
た
危
機
か
ら
三
井
物
産
の

資
金
援
助
で
操
業
を
再
開
し
、
三
四
年

(
一
九
〇

一
)
に
は
平
岡
の
専
有
に
な

っ
た
。

『
平
岡
浩
太
郎
伝
』
に
は
、
炭
坑
経
営
に
お
け
る
三
井
家
と
の
関
係

に

つ
い
て
は
、

借
入
金
や
負
債
償
却
を
強
調
し
、
「浩
太
郎
の
負
債
は
益
多
き
を
加

へ
、
終
に
三
井

家
と
契
約
を
締
結
し
て
之
が
販
売
を
委
託
す
る
に
至
れ
る
も
全
く
之
が
為
奈
り
き
。

豊
国
炭
鉱
は
斯
く
し
て
暫
く
三
井
に
販
売
方
を
委
託
」
し
た
と
だ
け
し
か
記
し
て
い

な
い
。
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し
か
し
、
経
営
が
平
岡
の
専
有
に
な

っ
た
と
は
い
え
、
豊
国
炭
坑

の
最
大
の
金
主

は
三
井
家
で
あ

っ
た
。
史
料

で
示
し
た
通
り
、
炭
坑
の
採
掘
権
や
機
械
、
土
地
、
建

物
な
ど
は
三
井
家

の
抵
当
権
に
入

っ
て
お
り
、
島
田
純

一
の
管
理
下
で
採
掘
し
た
石

炭
を
物
産
が

一
括

し
て
販
売
し
た
。
そ
の
意
味

で
は
、
明
治
三
四
年

(
一
九
〇

こ

以
降

の
平
岡
の
共
同
経
営
者
日
パ
ー
ト
ナ
ー
は
三
井
家
だ

っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。
こ
の
形
態
で
は
坑
主

(平
岡
)
は
金
融
上
従
属
的
役
割
を
持
ち
、
従
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
採
掘
す
る
と
い
う
イ
ギ
リ

ス
と
は
異
な

っ
た
共
同
経
営
が
現
れ

て
く
る
㌔

そ
れ
で
は
、
三
井
物
産
は
豊
国
炭
坑
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

物
産
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

「

物
産
会
社

一
豊
国
炭
坑
貸
金
ノ
件

豊
国
炭
坑

ヘ
ハ
予
テ
坑
区
ヲ
書
入
ト
シ
テ
金
参
拾
万
円
、
外

二
石
炭
仕
切
金
引
当

ト
シ
テ
金
四
万
円
、
合
計
参
拾
四
万
円
貸
渡
之
有
処
、
此
度
坑
主
平
岡
浩
太
郎

・
山

本
太
郎
両
氏
家
政
整
理
ノ
為
メ
入
用
ノ
廉

ヲ
以
テ
、
更

二
金
参
拾
万
円
貸
与
懇
談
有

之
、
該
炭
坑

ハ
極
メ
テ
有
望
ノ
モ
ノ
二
テ
炭
質
亦
良
好

二
有
之
、
当
社

二
於
テ

ハ
永

ク
同
石
炭
ノ

一
手
販
売
ヲ
引
受
置
申
度
、
且
ツ
炭
坑
其
物
ノ
経
済

モ
別
紙
予
算
書
記

載

ノ
通
リ
相
当
ノ
純
益
ヲ
挙
ケ
得

ヘ
ク
、
此
炭
坑

二
対
シ
参
拾
七
万
円
ノ
貸
金

ハ
柳

カ
モ
危
険
ノ
恐
無
之

二
付
、
先
方
依
頼
ノ
通
リ
炭
坑
ヲ
書
入
ト
シ
テ
金
参
拾
七
万
円

迄
貸
与
致
度
、
而
シ
テ
此
貸
金

ハ
従
来
当
社

ヨ
リ
致
シ
来
リ
タ
ル
処
、
此
際
三
井
銀

行

ヨ
リ
ノ
貸
金

二
振
替

ヘ
ル

コ
ト

ニ
御
評
議
相

願
度

コ
ト

追
テ
別
紙
当
方
調
整
ノ
予
算
書

ハ
為
念
之
ヲ
豊
国
炭
坑
事
務
長
佐
方
宗
介
井
当

社
門
司
支
店
長
長
谷
川
錐
五
郎
ノ
両
人

二
送
リ
、
意
見
承
諾
致
置
キ
タ
ル
処
、
佐
方

ヨ
リ

ハ
当
方
ノ
予
算
通
リ
ト
電
報
有
之
、
又
長
谷
川

ヨ
リ

ハ
半
季
積
立
金
弐
万
弐
千

五
百
円
ヲ
引
当
、
純
益
参
万
五
千
弐
百
円
ノ
見
込
ト
電
報
致

シ
来
リ
タ
リ
、
長
谷
川

ノ
見
込

ハ
当
方
見
込
ト

ハ
梢

々
異
同
有
之
ト
モ
、
之

ハ
予
算

ノ
事
故
人

二
依
リ
見
ル

処
異
ナ
ル
ヘ
ク
、
併

シ
大
体
ノ
計
算

二
於
テ
相
当
ノ
純
益
金
ア
ル
有
望
炭
坑
タ
ル
コ

ト
疑
無
之
候

一
尚

又
貸
金
返
済

ハ
別
紙
予
算
書
記
載
ノ
通
リ
、
塊
炭

一
屯

二
付
金
壱
円
ノ
割
ヲ

以
テ
返
入
ノ
約
定
ナ
ル
モ
、
坑
主
ノ
他
ヨ
リ
借
入
レ
居
ル
負
債

モ
少
砂

二
付
、
毎
半

季
決
算

二
際
シ
其
計
算

ノ
如
何

二
依
リ
テ

ハ
、
臨
機
右
返
入
金
ヲ
壱
屯

二
付
金
七
拾

銭
位
迄
減
額
致
シ
遣

ワ
シ
不
申
テ

ハ
、
不
相
成
場
モ
有
之
可
申
候

一
又
毎
半
季
決
算
書
類

ハ
当
社

ヘ
モ
提
示
シ
テ
、
常

二
炭
坑

ノ
内
情
ヲ
知
リ
得
ル

様
致
サ
シ
ム
ル
筈

二
有
之
、
且
石
炭
売
上
代
金
中

ヨ
リ

ハ
別
紙
予
算
書
記
載
ノ
採
炭

費
其
他
ノ
費
目
ノ
ミ
ヲ
支
出
シ
、
其
他

ハ
毎
半
季
決
算

ノ
際
迄

一
切
支
出
不
致
約
束

二
有
之
候

一
準
備
金
弐

万
弐
千
五
百
モ
当
社

へ
預
リ
置
キ
候
約
定

二
有
之
候

(別
紙
電

報
略
之
)

以
上

○

(三
井
高
保
印
)
」鋤
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豊 国 炭 坑 損 益 予 算 表

合 計金 額出炭(自 明治三十三年十一月一日至〃三十四年四月三十日)六 ケ月間

円

417,082.70

円

314,998.20

102,084.50

総 出 炭 高87,500噸

内2/3塊 炭=58,333噸C¥5.塑 門 司 置 場

〃1/3切 込 炭=29,167〃3.聖

収 入

339,583.00

232,750.00

(8)

52,333,00

18,500.00

6,000.00

6,000.00

18,000.00

採 炭 費及 門 司迄運 炭諸 費on87,500エgC¥2.壁

三井 ヨ リ借入 金償 却(¥370,000)塊 一 屯二付¥1.Ωq宛

同 上 利 息 六ケ 月分

尼 ケ崎 へ払金

長谷 川 へ 〃

坑 両人 入費

支 出

77,499.70

22,500.00

54,999.70

差 引 残 金

準 備 積 立 金

純 利 益

(備考)準 備 積 立金 ハ壱 ケ年¥45,000一 ア レハ 万般 ノ準 備 二充分 ナル 見込

「

鉱
山
会
社

一
島
田
純

一
罷
職
ノ
件

右
豊
国
炭
坑

へ
採
用
二
付
無
給
罷
職
申
渡
度
候
事

可
決

島

田

純

一

一
豊
国
炭
坑
貸
金

ノ
件

可
決

豊
国
炭
坑
貸
金
整
理
左
ノ
如
ク
決
定
致
度
候

一
金
七
拾
参
万
六
千
円
也

貸
金
総
高

内
訳

金
六
拾
五
万
五
千
円
也

物
産
会
社
本
店

ヨ
リ
貸

凡
金
弐
万
八
千
円
也

同
上
門
司
支
店
ヨ
リ
貸

(九
月
末
日
分
)

金
弐
万
円
也

銀
行
ヨ
リ
貸

(紀
尾
井
町
平
岡
邸
宅
抵
当
分
)

金
参
千
円
也

物
産
本
店

ヨ
リ
臨
時
貸

右

ハ
他

ノ
債
権
者
ノ
振
合

二
由
リ
年
六
朱
乃
至
八
朱
迄

二
引
上
ク
ル
事

一
金
拾
七
万
円
也

右

ハ
年

一
割
ノ
利
率
ト
ナ
ス
コ
ト

一
豊
国
炭
坑
長
ノ
任
免

二
付
協
議

二
与
ル
コ
ト

一
盟
鼠
炭
坑
ノ
会
計

ハ
一一一井

ヨ
リ
適
当
ノ
人
ヲ
選
ミ
之
ヲ
使
用
セ
シ
メ
又
別

二

三
井

ヨ
レ
監
督
者
テ
金
ひ
、
時

二
監
督
セ
泌
か
ル
,
ト

右
新

二
貸
出

ス
ヘ
キ
金
拾
七
万
円
ノ
内

ヨ
リ
、
銀
行

ヨ
リ
ノ
貸
金
弐
万
円
ト
物

産
本
店

ヨ
リ
臨
時
貸
参
千
円
、
合
計
金
弐
万
参
千
円

ハ
返
済
ス

ヘ
キ

コ
ト

以
上
」謝

右
史
料
は
明
治
三
三
年

(
一
九
〇
〇
)

一
〇
月
二
六
日
と

一
二
月

一

日
に
開
か
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れ
た
三
井
営
業
店
重
役
会
議
の
議
事
録
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、
豊
国
炭
坑

の
坑
主
、
山
本
貴
三
郎
が
逝
去
し
て
山
本
家
が
破
産
し
た
こ
と
か
ら
、
平
岡
浩
太
郎

が
赤
池
炭
坑

の
権
利
を
安
川
敬

一
郎
に
売
り
、
そ
の
資
金
で
豊
国
炭
坑

の
山
本
家
権

利
分
を
買
い
取

っ
た
時
期
に
あ
た
る
。

三
井
物
産
は
豊
国
炭
坑
を

「該
炭
坑

ハ
極

メ
テ
有
望
ノ
モ
ノ
ニ
テ
炭
質
亦
良
好

二

有
之
、
当
社

二
於
テ

ハ
永
ク
同
石
炭
ノ

一
手
販
売
ヲ
引
受
置
申
度
」
と
高
く
評
価
し

て
い
る
。
豊
国
炭
坑
の
経
営
状
態
を
精
査
し
て

「此
炭
坑

二
対
シ
参
拾
七
万
円
ノ
貸

金

ハ
聯
カ

モ
危
険

ノ
恐
無
之
」
と
判
断
し
、
平
岡
浩
太
郎
、
山
本
太
郎
両
人
の
金
融

の
申
し
出
を
引
き
受
け
て
い
る
。

一
二
月

一
一
日
の
会
議
で
は
豊
国
炭
坑
に
七
三
万

六
〇
〇
〇
円

(年

一
割
の
利
息
)
を
貸
し
付
け

る
こ
と
を
決
め
、
三
井
鉱
山
か
ら
管

理
者
と
し
て
島

田
純

一
を
派
遣
し
た
。

こ
の
重
役
会
議
の
翌
明
治
三
四
年

(
一
九
〇

一
)
五
月
、
豊
国
炭
坑
は
平
岡
浩
太
郎
の
専
有

に
な

っ
た
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
右
史
料
の

一
二
月

一
一
日
に
話
し
合
わ
れ
た
会
議
の
中
で
、

豊
国
炭
坑

の
経
営
に
お
け
る
今
後
の
三
井
家
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
豊
国
炭
坑

の
経
理
は
三
井
家
か
ら
選
ば
れ
た
担
当
者
が
あ
た
り
、
同

家
の
任
命
者
が
事
業
を
監
督
す
る
な
ど
、
平
岡
専
有

の
炭
坑
と
は
言
う
も
の
の
経
営

の
内
実
は
、
三
井
家
の
資
本
支
配
と
管
理
下
に
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
明
治

三
九
年

(
一
九
〇
六
)
六
月
の

一
手
販
売
の
約
定
書
に
は
、
平
岡
浩
太
郎

の
代
理
と

し
て
島
田
純

一
が
署
名
、
捺
印
し
て
お
り
、
三
井
物
産
に
委
託
す
る
豊
国
出
炭
の
販

売
契
約
の

一
切
を
島
田
に
委
任
し
て
い
る
。

四
、
む
す
び
に
か
え
て

明
治
三
九

(
一
九
〇
六
)

一
〇
月
、
平
岡
浩
太
郎
が
逝
去
し
た
。
豊
国
炭
坑
の
経

営
は
長
男
の
良
助
と
二
男
の
専
治
が
跡
を
継

い
だ
。
三
井
物
産
と
は
翌
四
〇
年

二

九
〇
七
)
七
月

一
二
日
、
島

田
純

一
が
約
定
代
理
人
と
な
り
、
出
炭
売
上
げ

の
2

・

5
%

の
手
数
料
を
支
払
う

一
手
販
売
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
人
日
後
、
豊
国
炭
坑
は
死
傷
者
四
二
九
人

(死
者
三
六
五
人
)
を

出
す
炭
じ
ん
爆
発
を
引
き
起
こ
し
、
こ
の
明
治
最
大
の
炭
坑
災
害
で
経
営
は
完
全
に

破
綻
し
た
。

翌
八
月
、
三
井
物
産
は
豊
国
炭
坑

の
採
掘
権
を
平
岡
良
助
、
専
治
両
人
か
ら
抵
当

と
し
て
取
り
上
げ
、
物
産
の
炭
坑
と
し
て
借
区
出
願
す
る
準
備
を
は
じ
め
て
い
る
。

約
定
書
類
か
ら
三
井
物
産
の
動
向
を
追
う
と
、

一
〇
月
に
は
債
権
処
理
と
し
て
平
岡

家
に
四
四
万
四
〇
七
二
円
九
九
銭
と
抵
当
物
件
を
返
済
さ
せ
、
残
金
は
免
除
す
る
約

定
を
結
び
、

一
一
月
に
は
石
炭
の

一
手
販
売
契
約
を
解
除
し
た
。

豊
国
炭
坑
は
明
治
四
〇
年

(
一
九
〇
七
)
九
月
四
日
、
安
川
敬

一
郎
が
二
〇
〇
万

円
で
買
収
し
て
経
営
を
引
き
受
け
た
わ
け
だ
が
、
『
社
史

明
治
坑
業
株
式
会
社
』
は

そ
の
結
末
を
次
ぎ

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
豊
国
の
経
営
者
を
決
定
す
る
こ
と
が
先
決
問
題
と
な

っ

た

の
で
、
平
岡
家

の
遺
族
と
関
係
者
が
協
議
し
た
結
果
、
平
岡
家
に
対
す
る
有
力
な

債
権
者

で
あ
り
、
販
売
権
の
受
託
者
で
も
あ
る
三
井
家
に
引
受
け
て
貰
う
よ
り
外
は

な

い
と
の
結
論
に
達
し
た
。

安
川
敬

一
郎
は
平
岡
家
代
表
と
と
も
に
上
京
し
、
「二
百
万
円
を
価
格
と
し
、
う

ち
平
岡
家
維
持
に
要
す
る
八
〇
万
円
を
明
治
五
十
年
ま
で
三
朱
で
三
井
が
預
か
り
、
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五
十

一
年
に
支
払
う
」
と
の
条
件
で
、
三
井
朝
吹
英
二
と
交
渉
を
開
始
し
た
。
し
か

し
團
琢
磨
は
入
院
、
益
田
孝
は
洋
行
中
等
の
事
情
も
あ

っ
て
、
な
か
な
か
坪
が
明
か

ず
、
そ
の
間
井
上
馨

・
金
子
堅
太
郎
に
も
仲
介

の
労
を
依
頼
す
る
な
ど
、
並

々
な
ら

ぬ
努
力
を
し
た
が
遂
に
不
成
功
に
終
わ

っ
た
。

こ
と
こ
こ
に
至
っ
て
安
川
敬

一
郎
は
、

三
井
と

の
交
渉
に
お
い
て
提
示
し
た
条
件
そ
の
ま
ま
で
、
自
ら
こ
れ
を
引
受
け
る
こ

と
を
決
意
し
た
。

安
川
敬

一
郎
は

「余

の
故
人
に
於
け
る
関
係

は
尋
常

一
様

の
も
の
な
ら
ず
実
に
刎

頸
の
交
も
蕾
な
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
此
際
其
遺
族

の
前
途
を
傍
観
し
て
休
戚
相
関
せ

ざ
る
が
如
き
は
余
の
忍
び
ざ

る
所
な
り
。
是
に
於
て
余
は
万
難
を
排
し
自
己
の
資
産

を
賭
し
て
復
旧
作
業
を
引
受
け
む
と
し
」
た
と
、
遺
著
撫
松
絵
韻

(七
七
九
頁
)
に

述
べ
て
い
る
。

九
月
四
日
に
至
り
、
三
井
は
そ
の
債
権
五
四
万
四
〇
〇
〇
円
の
う
ち

一
〇
万
円
を

切
り
捨
て
る
こ
と
を
承
諾
し
、

こ
こ
に
豊
国
炭
坑

の
引
受
は
解
決
を
み
る
こ
と
と

な

っ
た
」

こ
れ
ま
で
、
明
治
三
三
年

(
一
九
〇
〇
)
か
ら
四
〇
年

(
一
九
〇
七
)
ま
で
の
豊
国

炭
坑
の
経
営
と
そ
の
内
容
を
概
観
す
る
と
と
も

に
、
冒
頭
で
指
摘
し
た
い
く

つ
か
の

点
に

つ
い
て
み
て
き
た
。
し
か
し
、
扱

っ
た
史
料
は
、
実
証
と
い
う
局
面
で
問
題
点

が
多
く
残

っ
た
。

こ
こ
で
む
す
び
に
か
え
て
い
く

つ
か
の
史
料
批
判
を
加
え
て
お
き

た
い
。

『
平
岡
浩
太
郎
伝
』
は
、
彼
の
企
業
活
動
の
経
過
を
記
録
す
る
よ
う
な
も
の
が
ほ

と
ん
ど
残

っ
て
い
な

い
だ
け
に
平
岡
浩
太
郎
を

研
究
す
る
に
は
者

に
と

っ
て
よ
り

い

っ
そ
う
貴
重
で
あ
る
。

こ
の
伝
記
を
書

い
た
内

田
良
平
、
の
創
意
に
満
ち
た
労
作

の
お
か
げ
で
、
平
岡
が
そ
の
時
代
お
よ
び
そ
の
地
域
社
会

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
事

業
を
展
開
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
平
岡
浩
太
郎
の
輝
か
し
い
偉
業

の
ゆ
え
に
、
そ
の
没
後
に
お
い
て
行
わ

れ
や
す
い
再
構
成
に
よ

っ
て
歪
め
ら
れ
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
な

っ
て
く
る
。
執

筆
者

の
内
田
良
平
が
平
岡
の
甥
に
当
た
る
せ
い
も
あ

っ
て
か
、
こ
の
伝
記
は
全
体
と

し
て
平
岡
個
人
や
そ
の
偉
業
を
賞
賛
す
る
内
容
に
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
筑
豊
炭

田
に
お
け
る
中
央
資
本
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
創
業
当
初

の
三
菱

・
岩
崎
家
と
の

美
談
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
三
井
家

の
こ
と
は
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
。
三
井
物
産

は
早
く
か
ら
石
炭

の

一
手
販
売
で
豊
国
炭
坑
と
結
び
、
明
治
三
三
年

(
一
九
〇
〇
)

の
ガ

ス
爆
発
の
あ
と
は
、
最
大

の
出
資
者
と
な
り
、
管
理
者
を
送
り
込
む
な
ど
経
営

に
深
く
関
わ

っ
て
い
た
。

ま
た
、
草
稿
段
階

の
も
の
で
あ
る
た
め
、
内
容
に
重
複
や
黒
塗
り
の
削
除
が
目
立

つ
。
金
額
や
人
物
名
も
細
か
く
出
て
く
る
が
、
内
容
に
よ

っ
て
は
誇
張
か
誤
り
と
思

わ
れ
る
箇
所
も
あ

っ
た
。

こ
の
問
題
点
を
事
実
確
認
と
い
う
部
分
か
ら
補
完
し
て
く
れ
た
の
が
、
三
井
物
産

の
史
料
で
あ

っ
た
。
当
該
期
間
の
約
定
書

の
原
本
や
謄
本
、
写
し
を
綴

っ
た
も
の
で
、

こ
れ
ら
は
法
的
拘
束
力
を
持
ち
、
事
実
を
歪
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
正
式
の
契
約
書

で
あ
る
。
三
井
家
と
豊
国
炭
坑
の
関
係
に

つ
い
て
、
約
定
内
容
を
伝
記
と
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
検
証
、
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
、
明
治
三
四
年

(
一
九
〇

一
)

の
平
岡
浩
太
郎
の
炭
坑
専
有
は
、
炭
坑
経
営

が
彼
の
裁
量
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
、
三
井
物
産
が
手
が

け
た
豊
国
石
炭

の

一
手
販
売
は
、
平
岡
専
有
を
契
機
に
資
本
支
配
と
生
産
管
理
を
強

化
し
て
い
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
で
の
優
位
を
維
持
し
な
が
ら
石
炭
市
場
の
独
占
を
強
力

に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
三
井
物
産
が

一
手
販
売
を
通
し
て
国
内
炭
坑
に
求
め
た

経
営
が
映
し
出
さ
れ
る
。
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本
稿
は
、
伝
記
と
約
定
書
を
使

っ
て
明
治
期
筑
豊
炭

田
の
炭
坑
経
営
を
み
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
の
実
証
研
究

で
は
日
記
も
分
析
に
値
す
る
史
料
と
し
て
注
目
で
き
る
。

例
え
ば
、
北
九
州
市
立
古
文
書
館
所
蔵
の

『
安
川
敬

一
郎

日
記
』
は
、
今
後
の
筑
豊

石
炭
坑
業
史
の
研
究
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
史
料
を
持
ち
合
わ
せ
な
が
ら
個

々
の
炭
坑
に

つ
い
て
実
証
的
に
分
析
、

考
察
す
る
な
か
で
明
治
期
の
炭
坑
経
営
の
内
実

が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
く
こ
と
と
思

わ
れ
る
。

山
本
貴
三
郎
は
磯
野
小
左
衛
門
か
ら
常
に
圧
迫
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
明
治
二
四

年

(
一
八
九

一
)、
平
岡
浩
太
郎
は
安
川
敬

一
郎
の
調
停
で
豊
国
炭
坑
の
借
区
を
山
本

と
分
割
し
て
磯
野
を
経
営
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ
に
憤
慨
し
た
磯
野

は
長
崎
地
裁
に
二
四
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
が
、
訴
え
を
認
め
ら
れ

ず
敗
訴
し
た
。
山
本
と
平
岡
、
磯
野
は
話
し
合

い
の
末
、
長
谷
川
芳
之
介
が
磯
野
の

権
利
分
を
四
万
円
で
買
い
取
る
こ
と
で
決
着
。
し
か
し
、
磯
野
に
代
わ

っ
て
新
た
に

共
同
経
営
に
参
加
し
た
長
谷
川
も
山
本
と
相
性
が
合
わ
ず
す
ぐ
に
経
営
か
ら
辞
退
。

結
局
、
豊
国
炭
坑
は
山
本
と
平
岡
両
人
の
共
同
経
営
と
な
っ
た
。

赤
池
炭
坑
は
平
岡
浩
太
郎
が
事
業
監
督
、
安
川
敬

一
郎
が
石
炭
の
採
掘
と
販
売
を
受

け
持

つ
共
同
経
営
で
あ
る
が
、
実
際
的
な
経
営
は
安
川
が
執
っ
て
い
た
。
同
坑
が
選

定
坑
区
の
指
定
を
受
け
る
と
平
岡
と
安
川
は
牟
田
口
元
学
と
共
同
出
願
し
て
赤
池
鉱

区
に
約
三
四
〇
万
坪
を
借
区
し
た
。
の
ち
に
牟
田
口
は
赤
池
炭
鉱
の
権
利
分
を
平
岡

と
安
川
に
譲
渡
し
た
。

斉

藤
大

吉
編

輯

『
炭
坑

爆
発

誌
』
水

曜
会

、

一
九

一
人
年

、

=

二
五
頁
。

財

団
法

人

三
井
文
庫

所

蔵
史

料

『
田
川
採

炭
豊

国
炭

坑
書

類
』
B

5
版

二
百
十

九
枚
綴

、

資

料
請
求

番

号

・
物
産

二

二
八
。

平

岡
と

山
本

が
三

井
物
産

理
事

に
宛

て
た
書
簡

(明
治

二
六

～

三

一
年

ご

ろ
)
か
ら

石

炭

一
手

販
売

の

一
場

面

が
う

か
が
え

る
。

「拝
啓

過

日
御

依
頼

申
上

置
候

、
長

谷
川

へ

渡

ス

ヘ
キ
金
員

ノ
義

二
付

、

不

了
解

之

廉

ア

ル
ト

見

へ
、

再
三

電
報

二
て
照

会

有
之
、

長

谷
川

ト

モ
押

問

答

之
末

、

三

(井

脱

力
)
物
産

二
て

一
手

販

(売

脱

力
)
中

(
マ
マ
)
毎

月
壱

千

円

ツ

、
長

谷
川

へ
渡

ス

ヘ
キ

旨

ニ
テ
、
談

判
結

了

シ
タ

ル

趣

二
付

、
毎
度

御

面
倒

(
マ
マ
)

之
義

、

恐
縮

ノ
至

二
候
得

共
、

馬
関

及
若

松
支

店

役
員

衆

へ
、

一
手
販

中

長
谷

川

二
毎
月

壱
千

円

ツ

、

渡

ス

ヘ
キ
事

ヲ
伴
証

セ

ヨ
ト

御

打
電

被

下
度
奉

願
候

、

右

御
依

頼
迄

、
余

ハ
期

ス

拝

眉

ノ
時
候
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一
月

六

日

草
々
頼
首

平
岡
浩
太
郎

山
本
貴
三
郎

上
田
安
三
郎
殿
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

『
田
川
採
炭
豊
国
炭
坑
書
類
』
B
5
版
二
一
九

枚
綴
中
。

三
井
文
庫
編
集

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
三
巻
上
、

一
九
八
〇
年
、
七
四
頁
。

位
救
と
し
て
侍
従
日
根
野
要
吉
郎
が
慰
問
し
て
皇
室
か
ら
弔
慰
金
五
〇
〇
円
が
下
賜

さ
れ
、
各
方
面
か
ら
義
掲
金
や
寄
付
金
な
ど
約
二
〇
〇
〇
円
が
集
ま
り
被
災
者
や
そ

の
遺
族

へ
の
救
済
に
当
て
ら
れ
た
。

斉
藤
大
吉
編

『炭
坑
爆
発
誌
』
一
九

一
八
年
。

内
田
良
平

・
草
稿

『
平
岡
浩
太
郎
伝
』
其
七

「鉱
業
時
代
」、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政

資
料
室
所
蔵
史
料

『平
岡
浩
太
郎
文
書
』
(資
料
請
求
記
号
四
二
)、
作
成
年
不
詳
、
三

九
頁
。
「豊
国
炭
坑
は
其
後
火
災
を
起
こ
し
た
る
古
と
あ
り
し
も
、
経
営
上
左
し
た
る

影
響
も
無
か
り
し
が
、
明
治
三
二
年
六
月
十
五
日
坑
内
の
瓦
斯
大
爆
発
を
奈
し
、
死

傷
者
二
百
余
名
を
出
し
た
る
惨
事
あ
り
。
今
当
時
の
状
況
を
し
る
に
便
せ
ん
が
為
め

九
州
日
報
所
載
の
記
事
を
左
に
摘
録
す
べ
し
。
此
分
省
略
を
要
す
」。

財
団
法
人
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
『
田
川
採
炭
豊
国
炭
坑
書
類
』
B
5
版
二

一
九
枚
綴
。

平
岡
は
資
産
を
処
分
し
な
が
ら
三
井
物
産
か
ら
運
転
資
金
を
借
り
、
炭
坑
の
再
建
と

操
業
の
継
続
は
物
産
か
ら
の
「テ
コ
入
れ
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

「

三
十
五
年
十
二
月
三
十

一
日

三
井
物
産
合
名
会
社

御
中

貝
島
太
助

(印
)

拝
啓

井
上
伯
之
豊
国
炭
坑
整
理
案

二
基
キ
、
全
坑

起
業
費
井

二
負
債
償
却
資
金
ト
シ
テ
、
貴
会

社
口
同
炭
坑

二
対
シ
、
金
拾
七
万
円
新
規

貸
借
為
成
候

二
就
二
口
而
、
起
業
費

二
充
ル
金
八

万
円

(内
金
五
千
円
ハ
同
炭
坑

へ
返
済
)
ノ
残
額

金
七
万
五
千
円
ハ
貴
会
社

二
預
ケ
置
キ
、
追
テ

同
坑
々
長
島
田
純

一
ヨ
リ
請
求
之
都
度
御
渡

相
成
候
様
致
度
、
而
シ
テ
負
債
支
払
資
金
九
万

円
ハ
此
内
正
二
御
渡
金
及
立
換
金
御
引
去
残
金

弐
万
〇
五
百
円
ト
外
二
平
岡
浩
太
郎
所
有
東

京
家
屋
売
却
剰
余
金
壱
万
六
千
弐
百
弐

拾
七
円
〇
八
銭
ト
ヲ
併
セ
合
計
参
万
六
千
七
百

弐
弐
拾
七
円
〇
八
銭
ヲ
全
坑

へ
御
渡
相
成
候
事
二
付
、

拙
者

へ
立
会
可
致
様
御
通
知
之
次
第
承
知
致
候
、
然

ル
処
、
拙
者
今
回
清
国
旅
行
前
途
之
際

ニ
テ
何
分

余
暇
無
御
座
候
間
無
己
、
弊
社
事
務
員
中
根

寿
ヲ
以
テ
代
理
立
会
為
致
申
候
条
右
御
承
知
被

成
下
度
此
段
得
貴
意
度
如
斯
二
候
也
」
前
掲
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

『
田
川
採
炭
豊
国
炭

坑
書
類
』
中
。

右
の
書
簡
に
は
、
豊
国
炭
坑
の
再
建
過
程
に

「豊
国
炭
坑
整
理
案
」
と
し
て
井
上
馨
が
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
平
岡
、
山
本
、
貝
島
太
助
と
い
っ
た
筑
豊
炭
坑
資

本
と
三
井
物
産
、
元
老
井
上
馨
ら
の
関
係
を
う
が
が
い
知
れ
る
。

前
掲
草
稿

『平
岡
浩
太
郎
伝
』
其
七

「鉱
業
時
代
」
四
二
～
四
五
頁
。

博
多
の
侠
客
。
勇
敢
隊
を
組
織
し
て
戊
辰
戦
争
に
従
事
。
平
岡
浩
太
郎
を
助
け
て
炭

坑
事
業
に
従
事
。
大
正
七
年

一
月

一
日
没
。
年
七

一
。
石
瀧
豊
美

『玄
洋
社
発
掘
1
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も
う
ひ
と
つ
の
自
由
民
権
ー
』
西
日
本
新
聞
社
、

一
九
九
七
、
三
三
九
頁
か
ら
抜
粋
。

平
岡
浩
太
郎
は
豊
国
炭
坑
が
自
分
の
専
有
に
な
っ
た
経
緯
を
三
井
幹
部
宛
の
書
簡
の

中
で
も
説
明
し
て
い
る
。

「拝
啓

其
後

ハ
御
無
沙
汰
申
上
候
、
帰
県
前
A
二

回
口

(拝
力
)
顔
ノ
含

二
御
座
候
処
、

僅
々
タ
ル
滞
在

二
付
、
頗
ル
多
忙
ヲ
究
メ
候
間
失
礼
ス
ル
段
、
山
座
氏
迄
申
述
置
候
間
、

御
承
知
可
口
候
、
然
ル
ニ
小
生
滞
京
中
ニ
モ
山
本
家
計
財
頗
ル
切
迫
口

(既
力
)
二
競
売

二
附
セ
ス
シ
タ
ル
モ
ノ
弐
ケ
所
有
之
旨
急
電
二
接
シ
候
間
、
三
井
二
相
談
致
シ
七
千
円

ハ
送
ラ
セ
タ
ル
モ
続
ヒ
テ
弐
万
円
ノ
ロ
相
起
リ
候
二
付
、
急

三
二
井

二
相
談
致
タ
ル
モ

到
底
引
受
ケ
サ
ル
ヨ
リ
遂
二
安
川
二
相
談
シ
弐
万
円
ノ
手
形
ヲ

一
時
借
リ
出
シ
送
リ
置

キ
帰
県
致
タ
ル
処
、
何
分
数
ロ
ノ
分

一
時
二
破
裂
致
来
リ
、
殊
二
百
十
銀
行
ノ
如
キ

ハ

当
春
井
上
伯
ノ
尽
力
ヲ
以
テ
幾
分
ツ
、
返
済
ノ
約
ヲ
為
シ
置
キ
候
処
、
毛
利
家
ノ
関
係

セ
ル
セ
メ
ン
ト
会
社
力
大
失
敗
ヲ
為
シ
又
北
海
道

ニ
テ
田
中
力
為
メ
ニ
投
資
ノ
ロ
モ
救

済

二
資
金
ヲ
要
ス
ル
等
至
候

(テ
カ
)
山
本
ロ
バ
猶
予
ス
ル
訳
二
至
ラ
ス
ト
テ
六
万
円
ヲ

一
時

二
残
八
万
円
ハ
毎
月
壱
万
円
宛
返
済
セ
ヨ
ト
切
迫
ノ
催
促
二
困
リ
有
ル
ト
ノ
事
ナ

リ
シ
モ
是
等
ノ
為
メ
ニ
ハ
破
裂
セ
ラ
ル
積
リ
ナ
リ
シ
モ
村
田
松
平
ノ
弁
金
ロ
ヤ
利
息
払

二
窮
シ
小
銀
行
等
ヨ
リ
高
利
的
ノ
借
用
分
力
数

口
相
破
レ
来
リ
シ
ヨ
リ
遂

二
大
口
迄
力

動
キ
出
シ
如
何
共
難
相
成
ヨ
リ
山
本
家
ニ
テ
ハ
此
侭
自
滅
セ
ハ
坑
山
之
土
地
家
屋
モ
維

持
ス
ル
能

ハ
サ
ル
ニ
付
、
是
非
共
小
生

二
引
受
ケ
呉
候
様
相
迫

マ
ラ
レ
候
得
共
小
生
ト

テ
モ
此
財
界

二
於
テ
多
額
ノ
金
融

ハ
到
底
能
フ
所

二
無
之
候
条
断
然
相
断
リ

(候
脱
)
処
、

同
家

ニ
テ
ハ
小
生
力
赤
池
坑
ノ
組
合
タ
ル
安
川

二
相
迫
リ
平
岡
力
赤
池
ノ
権
利
ヲ
安
川

二
買
取
リ
呉
候

ハ
、
山
本
家
モ
破
産
不
致
シ
テ
相
済
ト
テ
頻
リ
ニ
相
談
致
タ
ル
ヨ
リ
安

川
モ
同
家
ノ
窮
情
傍
観
ス
ル
ニ
忍
ヒ
ス
、
遂

二
赤
池
坑
ノ
小
生
力
権
利
ヲ
五
拾
万
円
二

立
テ
山
本
ノ
豊
国
ノ
権
利
ヲ
八
拾
五
万
円
二
立

テ
小
生
引
受
ク
ル
事
二
相
成
候
条
、
此

始
末

ハ
山
本
家

ヨ
リ
委
細
報
知
有
之
候
事
ト
ハ
存
候
得
共
、
小
生
ヨ
リ
モ
右
ノ
概
略
御

一
報
申
上
候
小
生
モ
兼
而
御
話
致
タ
ル
朝
鮮
行

一
昨
夜
臼
井
哲
夫
モ
貴
地
出
発
当
地

二

出
掛
ケ
候
間
、
右
同
伴
渡
韓
含

二
御
座
候
間
、
何
レ
帰
県
ノ
上
、
不
遠
上
京
致
度
考

二

御
座
候
星
モ
慾

二
依
リ
起
リ
慾

二
依
リ
終
ヲ
告
ケ
タ
ル
由
、
老
兄
ハ
御
旧
誼
モ
有
之
事

ナ
レ
ハ
多
少
跡
始
末
ニ
モ
御
心
配
ナ
ラ
シ
吾
党
ハ
好
敵
手
ヲ
失
ヒ
独

(カ
)
淋
シ
ク
致
度

申
候
、
言

(書
力
)
外
も
請
后
察
便

先

ハ
右
御
報
知
労
早
々
不
備

平
岡

六
日
刀二
十
一二
日

神
鞭
老
兄
」
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
史
料

『大
隈
文
書
』
平
岡
浩
太
郎
書

翰
、
資
料
請
求
記
号
R

一
五
八
i
B
二
七
九
八
。

ま
た
、
明
治
三
五
年

(
一
九
〇
二
)
四
月
二
六
日
に
は
、
三
井
物
産
か
ら
採
掘
権
や
炭

坑
周
辺
の
所
有
地
、
家
屋
を
抵
当
に
運
転
資
金
七

一
万
円
を
借
り
受
け
、
同
社
に
炭
坑

の
機
械
類
を
贈
与
し
て
い
る
。

「第
二
九

一
〇
号

抵
当
権
設
定
石
炭
坑
採
掘
権
書
入
豊
国
炭
坑
金
員
貸
借
井
二
器
械
器
具
贈
与
契
約
書
正

式
謄
本

東
京
府
東
京
市
日
本
橋
区
坂
本
町
四
十
三
番
地
置

債
権
者

三
井
物
産
合
名
会
社

右
社
員
業
務
担
当
社
員

右
代
表
者

三
井
八
郎
次
郎

五
十
三
年

福
岡
県
豊
前
国
門
司
大
字
門
司
字
栄
町
四
丁
目

千
百
九
番
地
寄
留
住
所
平
民
会
社
員

右
代
理
人

江
村
佐
太
郎

二
十
五
年

福
岡
県
筑
前
国
福
岡
市
下
対
馬
小
路
拾
参
番
地
住
所
士
族
坑
業
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債
務
者

平
岡
浩
太
郎

四
十
八
年

同
県
豊
前
国
田
川
郡
弓
削
田
村
大
字
川
宮
千
八
百
四
十
九
番
地
住
所
士
族
豊
国
炭
坑

坑
長右

代
理
人

佐
方
宗
介

四
十
五
年
十

一
月

福
岡
県
豊
前
国
門
司
大
字
門
司
字
栄
町
四
丁
目
千
百
十

一
番
地
寄
留
住
所
同
県
平
民

無
職
業

立
会
人

竹
井
條
平

四
十
三
年
八
月

右
江
村
佐
太
郎
ハ
債
権
者
三
井
物
産
合
名
会
社
ヲ
代
表
シ
タ
ル
三
井
八
郎
ノ
部
理
代

人
タ
ル
委
任
状
ヲ
所
持
シ
タ
リ

右
佐
方
宗
介

ハ
債
務
者
平
岡
浩
太
郎
ノ
部
理
代
人
タ
ル
委
任
状
ヲ
所
持
シ
タ
リ

右
債
権
者
三
井
物
産
ヲ
代
表
シ
タ
ル
三
井
八
郎
次
郎
ノ
代
理
人
江
村
佐
太
郎
ト
債
務
者

平
岡
浩
太
郎
ノ
代
理
人
佐
方
宗
介
ト
ハ
明
治
参
拾
五
年
四
月
二
十
六
日
本
職
役
場

二
於

テ
竹
井
條
平
ノ
立
会
ヲ
以
テ
左
ノ
契
約
ヲ
締
結
ス

第
壱
條

債
権
者
三
井
物
産
合
名
会
社

ハ
明
治
三
十
五
年
四
月
二
十
六
日
左
記
ノ
石
炭

坑
採
掘
権
ヲ
第
壱
番
書
入
ト
ナ
サ
シ
メ
テ
金
六
十
八
萬
円
ヲ
又
同
上
炭
坑
附
属
ノ
左
記

宅
地
田
地
山
林
建
物
其
他

一
切
ヲ
第
壱
番
抵
当
ト
為
サ
シ
メ
テ
金
参
萬
円
ヲ
平
岡
浩
太

郎
二
貸
与
シ
債
務
者
平
岡
浩
太
郎

ハ
正
に
領
収
セ
リ

第
二
九
二
六
号

坑
業
特
許
誰

福
岡
県

平
岡
浩
太
郎

赤
熊
炭
山

福
岡
県
豊
前
国
田
川
郡
金
川
村
地
内

一
八
万
九
千
四
百
四
十
五
坪

前
記
石
炭
坑
ノ
採
掘
特
許

坑
業
特
許
謹

四
六

一
七
号

福
岡
県

平
岡
浩
太
郎

(以
下
抵
当
物
件
省
略
)

第
十
四
條

平
岡
浩
太
郎

ハ
明
治
参
拾
五
年
四
月
二
十
六
日
現
在
豊
国
炭
坑
附
属
ノ
左

記
機
械
器
具
類
ヲ
三
井
物
産
会
社

二
贈
与
シ
三
井
物
産
合
名
会
社

ハ
其
贈
与
ヲ
受
ケ
タ

リ(以
下
贈
与
物
件
省
略
)」
前
掲
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
『
田
川
採
炭
豊
国
炭
坑
書
類
』
中
。

前
年
の
明
治
三
七
年

(
一
九
〇
四
)
の
純
利
益
は
、
五
二
円
と
最
低
額
と
な

っ
て
い
る
。

表
中
の
平
岡
負
債
償
却
、
山
本
返
金
、
三
井
銀
行
返
金
、
負
債
利
子
な
ど
の
項
目
か

ら
、
こ
の
年
は

「借
金
の
返
済
」
に
力
を
入
れ
た
の
だ
ろ
う
。
翌
年
に
は
い
わ
ゆ
る

「払
い
」
が
あ
る
程
度
か
た
つ
い
た
こ
と
で
、
純
利
益
が

一
気
に

一
〇
万
円
を
越
え
、

明
治
三
九
年

(
一
九
〇
六
)
に
は
、
三
四
万
円
台
に
ま
で
膨
ら
ん
で
い
る
。
豊
国
炭
坑

は
事
故
発
生
か
ら
六
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
経
営
が
回
復
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

斉
藤
静
樹
編
著

『
財
務
会
計
』
第
三
版
、
二
〇
〇
〇
年
。
販
売
費
及
び

一
般
管
理
費
は

期
間
的
な
営
業
費
用
で
あ
り
、
当
期
製
造
費
用
以
外
の
す
べ
て
の
販
売
及
び

一
般
管

理
業
務
に
伴
い
発
生
し
た
費
用
で
あ
る
。
販
売
費
と

一
般
管
理
費
は
理
論
的
に
区
別

で
き
る
が
、
実
務
上
は
区
別
が
難
し
く
、
販
売
費
用
及
び

一
般
管
理
費
と
し
て

一
括

し
て
表
示
さ
れ
る

(
一
八
頁
抜
粋
)。

新
鞍
拓
生

「八
幡
製
鉄
所
に
お
け
る
筑
豊
地
方
か
ら
の
原
材
料
調
達
と
筑
豊
坑
業
主

ー
石
炭
、
石
灰
石
に
お
け
る
麻
生
太
吉
」
長
野
進

『
八
幡
製
鉄
所
史
の
研
究
』
日
本
経

済
評
論
社
、
第
二
節
三
、
二
〇
〇
三
年
。
こ
の
頃
、
八
幡
製
鉄
所
の
二
瀬
炭
坑
も
日

露
戦
争
を
契
機
と
し
て
鉄
鋼
増
産
に
よ
り
原
料
炭
の
確
保
が
も
く
ま
れ
、
出
炭
高
が

増
加
し
、
坑
道
を
拡
張
し
て
坑
夫
の
増
員
を
図
り
、
掘
進
と
採
炭
の
拡
充
に
努
め
て

い
る
。

売
上
高
i

(売
上
原
価
+
販
売
費
及
び

一
般
管
理
費
)
11
営
業
利
益
で
計
算
。
売
上
高

か
ら
控
除
さ
れ
る
売
上
原
価
は
、
商
業
と
製
造
業
と
で
は
算
出
方
法
が
異
な

っ
て
い
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る
が
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
販
売
さ
れ
た
商
製
品
の
コ
ス
ト
で
あ
る
と
理
解
し
よ

う
。
拙
稿
で
は
売
上
原
価
と
販
売
費
、

一
般
管

理
費
の
和
は
、
営
業
費
と
山
際
送
り
、

山
周
斤
先
、
藤
口
渡

(明
治
三
五
年
)、
賞
与
、
坑
主
渡
、
拡
張
費
と
し
て
営
業
利
益

を
算
出
し
た
。

営
業
利
益
+
営
業
外
利
益
-
営
業
外
費
用
11
経
常
利
益
。
営
業
外
収
益
に
は
受
取
利

息
お
よ
び
割
引
料
、
有
価
証
券
利
息
、
有
価
証
券
売
却
益
、
受
取
配
当
金
な
ど
。
営

業
外
費
用
に
は
支
払
利
息
お
よ
び
割
引
料
、
社
債
利
息
、
有
価
証
券
売
却
損
な
ど
。

し
た
が
っ
て
、
経
常
利
益
は
営
業
利
益
に
経
常
的
に
発
生
す
る
財
務
面
の
成
果
を
加

味
し
た
財
務
情
報
を
持
つ
と
い
え
る
。
拙
原
稿
は
営
業
外
利
益
は
明
治
三
四
年

二

九
〇

一
)
下
半
期
の
赤
池
税
償
却
口
内
入
、
営
業
外
費
用
を
負
債
利
子
と
賞
与
か
ら

経
常
利
益
を
算
出
し
た
。

も

っ
と
も
、
坑
主
の
平
岡
浩
太
郎
や
山
本
貴

三
郎
の
政
治
家
と
し
て
の
側
面
を
考
慮

す
る
と
、
表
中
の
彼
ら
の
負
債
全
て
が
本
業

11
炭
坑
経
営
か
ら
発
生
し
た
と
は
言
い

難
い
。
こ
れ
ら
の
負
債
に
は
平
岡
や
山
本
の
政
治
活
動
か
ら
生
じ
た
負
債
も
含
ま
れ

て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

A
.
P
h
i
l
i
p
s
,
M
a
r
k
e
t
 
S
t
r
u
c
t
u
r
e
,
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
P
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
,
p
p
.
1
2
1
-
2
.

隅

谷
三
喜

男

『
日
本

石
炭
産

業
分

析
』
岩

波
書

店
、

一
九

六
八

年
、

四

五
二
～

四
五

三

頁
。

企
業

者

活
動

に

つ
い

て

の
歴

史

的

理
解

は
、

企
業

形

態

と

そ

の
発
展

過

程
と

に
密

接

に
関

連

せ
ざ

る

を

え
な

い
。

企
業

者

の
動

機

と

環
境

ば

か

り

で
な

く
、
彼

ら

の
行

為

の
過

程

も

し
く

は
行

為

の
仕

方

に

つ
い
て
も

重

視
す

る
必

要
が

あ

る
。
中

川

敬

一
郎

訳
、

A
.

H
.

コ
ー

ル

『
経

営

と
社
会

i

企
業

者
史

学
序

説
1

』
ダ

イ

ヤ

モ

ン
ド

社
、

一
九
七

三
年

、

一
八

一
頁
。

内

田

『
平

岡
浩
太

郎
年

譜

(改

訂
)
』
国
立

国
会

図
書

館
憲

政
資

料
室

所
蔵

史
料

『
平

岡

浩
太
郎

文
書

』
(資

料
請

求
記

号

=

二
六

)
、
作

成
。

年

不
祥
、

項
数
な

し
。

前

掲
草

稿

『
平
岡

浩
太
郎

伝
』
其
七

「鉱

業
時

代
」
二
六
頁

。

同
右
、

二
八
頁
。

山

本

安

次
郎

、

田
杉

競

、
飯

野
春

樹

訳
、

C
.

1
.

バ
ー

ナ

ー

ド

『
新

訳

・
経

営

者

の
役
割
』
ダ

イ
ヤ

モ
ン
ド
社
、

一
九

七
七

年
、

二
九

五
頁
。

石
川
健

次
郎

「華

族
資

本

と
士

族
経
営

者

」
宮

本

又
次
、

中

川
敬

一
郎
監

修
、

由
井
常

彦

編
集

『
工
業

化

と
企
業

者
活

動
』
日
本
経

営
史

講
座

第

二
巻
、

一
九

七

六
年
。

高

場
乱

は

"
玄
洋

社

の
生

み

の
親

"
と

い
わ

れ
た
男

装

の
女
傑
。

福

岡
博
多

に
私
塾

興

志
塾

を
開

き
、

頭

山
満

、
平

岡

浩
太

郎
、

箱

田
六
輔

ら

と

い

っ
た
玄

洋

社
員

を
育

成

し

た
。

地

元

で
は
儒

学

者
、

眼

科

医
、
教

育

者

と

し

て
知

ら
れ

、
彼

女

の
塾

は

そ

の

場

所
か
ら

"
人

参
畑
塾

"
と
も

呼
ば

れ
た
。

明
治

二
四
年
、

六

一
歳

で
没
。

大
河

内
暁

男

『
経
営
史

講

義
』
東

京
大

学
出

版
会

、

一
九
九

一
年

、
五

二
～

五
三

頁
。G
l
a
n
m
o
r
 
W
i
l
l
i
a
m
s
,
G
L
A
M
O
R
G
A
N
 
C
O
U
N
T
Y
 
 
H
I
S
T
O
R
Y
,
V
o
1
.
5
,
I
N
D
U
S
T
R
I
A
L

G
L
A
M
O
R
G
A
N
 
f
r
o
m
 
1
7
0
0
 
t
o
 
1
9
7
0
,
p
p
.
1
8
7
-
1
9
3
.

前
掲

隅
谷

『
日
本
石
炭

産
業

分
析

』
二
三
六

頁
。

同
右
、

二
三
五

頁

の
表

Ⅱ
ー

40

「
石
炭

選
定

坑

区
表
」
を
見

よ
。

史

料

『
平
岡

浩
太
郎

伝
』
に
は

、
安

川
敬

一
郎

が
共

同

で
借

区
す

る
条
件

と

し

て
平
岡

に

「余

は

足

下
と

共

同
経

営

す

る
事

を

欲

せ
ず
、

然

れ
ど

も

足
下

が
事

業

経
営

を

余

に

一
任

し
毫

も

干
渉

す

る
事
奈

け

れ
ば

共
同
す

る

を
妨
げ

ず

」

(
一
九
頁

)

と
言

っ
た

と

い
う
。

こ
れ

は
、

赤

池
炭

坑

の
経

営

に
頭

山
満

は

じ
め

玄
洋

社

一
統

の
介

入
を

警

戒

し

て

の
こ
と
だ

ろ
う
。

前

掲
草

稿

『
平
岡

浩
太
郎

伝
』
其
七

「鉱

業
時

代
」
四
五

頁
。

イ
ギ
リ

ス
の
パ
ー

ト
ナ

ー

シ

ッ
プ

(
p
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p

)

は
、
十

九
世
紀

半
ば

の
工
場
経

営

の
小
生

産

者
的

発

見

の
経

路

の
中

に
見

ら
れ

た

現
象

で
あ

る
。

筑

豊
炭

田

の
小
炭

坑



が
大

規
模

化

し

て

い
く
経

路

の
中

で
現

れ

た
パ

ー
ト

ナ

ー

と

し
て

の
三

井
家

の
存
在

に
留
意

し

た

い
。

前

掲

『
三

井
事
業

史
』
資
料
篇

四
上
、

一
九

七

一
年
、

五
四

～
五

六
頁
。

同
右

、

三
八

二
～
三

八
三

頁
。

明
治

坑
業

株
式

会
社

社
史

編
纂
委

員
会

『
社

史

明
治

坑
業

株
式
会

社
』
同
社

、

一
九

五
七

年
、

三
九

～

四
〇
頁
。

安

川
敬

一
郎

『
撫
松
除

韻
』
(
昭
和

十
年
)
に
よ

る
と
豊

国

炭
坑

の
引

受
先

と

し

て
貝

島

太
助

が
候

補

に

上
が

っ
て

い
た

が
、

井

上
馨

の
了
承

が

得

ら
れ
な

か

っ
た

と

の
理
由

で
辞
退

し
た

と
あ

る
。

硬

石

と
号

す
。

明

道

館
員

。

柔
道

家
。

黒

龍
会

主

幹
。

大

日
本

生

産

党

総
裁

。

天
佑

侠

に

参
加

。
『
露

西

亜

論
』

を
著

し

て
発
禁

と

な

っ
た
。

日
韓

合
邦

を

推

進

し
た
。

昭

和

一
二
年

七

月

二

六

日
没
。

年

六

四
。

前

掲

『
玄
洋

社

発

掘
1

も

う

ひ

と

つ
の
自

由

民
権
i

』
三
三
七

頁

か
ら
抜

粋
。
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年

1898年(M31)

1899年(M32)

1900年(M33)

1901年(M34)

1902年(M35)

1903年(M36)

1904年(M37)

1905年(M38)

豊 国炭 坑関 連年 表(1898～1908)

出 来 事

5.24三 井 商 店理 事 会 、三 井 物産 会 社 よ り伺 い の豊 国 炭坑 貸 金 の件 を承 認。 豊

州 鉄 道 の 貨 車不 足 に つ き、 貨 車新 調 の 計画 と四 尺炭 層 の 開 掘費 と して2万

8000円 を貸 渡。

8.6自 家発 電 に よ り点灯 開始 。

928三 井物 産 と1898.10.1～1899.3.31ま で 毎 月6600ト ンの販 売契 約 を結 ぶ。

1万斤 に つ き43円(門 司石炭 置場 渡)、41円(若 松渡)。

10.-17歳 の 坑夫 、 旧坑道 に迷 い入 り22日 間 飢餓状 態 を続 けた の ち発 見 され る。

6.15ガ ス爆 発、 原 因は八 尺層 の炭 塵、 死者 坑夫210人 、職 工5人 、計215人 。

7.1侍 従 日根 野 要吉 郎が慰 問、両 陛下 よ り弔慰金500円 下賜。

9.16災 害死没 者 弔法 会 を平 岡浩太 郎 ・山本 貴三郎 両炭 坑 主に よ り挙 行

12.22山 本貴 三郎 国会 出席 の ため在 京 中死去 。

この年 、1億斤 以上 を 出炭

5.一 山本 貴 三郎 の共 同経 営 よ り平 岡浩太 郎 が専有 。

トー マス式 の安 全 灯 を使 用

赤 池炭 坑 に並 び この頃 よ り鉄材支 柱 を使用

2.14応 招 坑 夫 また は 日役 の 家族 に対 し1日20銭 以 下 を補助 、 また は坑所 を立 ち

退 く者 に は10円 を支給

2.15貯 蓄 預金 規 定 を制 定 、職員 月報50円 未満 の者 は5分 以 上、50円 以 上の者1割

以 上 を貯 金 し国 庫債 券 を支給。

3.1平 岡浩太 郎(福 岡市)衆 議 員 当選。

3.21職 員 の応 招者 家族 に対 し応 招 日よ り2カ 月 は月俸 全額 支給 、3カ月 以 降10カ

月 は半額 支 給。

2.10日 露 戦争 勃発 。 ロシア に宣戦 布告 。

8.18旧 盆 休(7.14～16)を 廃止 。

12.14採 炭 賃 金 と函数 賞 与規 定 を改正 。 四尺炭 層 の計 画期 間(15日)、 一先60函

2円 、5函 を増 す 毎に20銭 加 算 、1計算期 間 中の休 業3日 以上 の者 ま たは人 尺炭

で1日4函 未満 、 四尺炭 層 は1日3函 未 満 の者 は賞 与 を支 給 しな い。

12.19職 員 ・職 長 ・小頭 の 貯金 は任 意 とす る。積 立 金 には 日歩2銭 の利子 をつ け

毎年 季末 の翌 月 元金 に加 算。

4.6採 炭 賞与 改正 、 八尺1函 につ き22銭 ～31銭 まで、20函 を増 す毎 に1銭 を加 え

る。

6.4新 規 坑 夫募 集 規則 を制 定。 新 規採 用坑 夫 には赴 任 汽 車賃 実 費お よび弁 当

代 を支給(同 行家 族分 も含 む)、 技術 未 熟の た め 日給25銭 に達せ ぬ ときは25

銭 にな る よ う補給 金 を出 す。 この補 給金 は契 約義 務期 間 の2年 間 に不都合 が

あ り解雇 す る とき、 また は 自然 退職 す る ときは返 済 され る。着 坑後2日 間は

食 事 給与 、寝 具食器 ・作業 道具 は貸 与。
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1906年(M39)

1907年(M40)

6.一 幼 児預所 を開設 、保 育 を兼ね て稼働 力 の増 大が 目的。

6.一 採 炭夫 日数 賞 与支 給規 定 を制 定。 出役 日数10日 以 上1方50銭 、12日 以 上 が

70銭 、13日以 上1円 。 た だ し1日 採炭 量1函 以 上の こと。

7.1職 員 ・役 員(職 長 ・小頭)の 積 立貯金 の利 子 を 日歩1銭7厘 に定 め る(8.18、

1銭9厘 に 引上)。

9.5坑 夫入 坑奨 励金 制 を実施 。休 日の翌 日お よび 翌 々 日入坑 の者 は 毎方1人 に

つ き10銭 割 増 。9.16に は火 夫 そ の他 に精 勤 賞 与支 給 、 半 カ月 皆勤 者 に 対 し

火 夫 ・運転 手2方 分 、2日以 内欠勤 は 半方減。 さらに9.21に は坑 夫扶 助規 則 を

制 定。 業務 上 の負 傷 お よび 疾病 は 医局 で 無料 施 療 、療養 中は 日給 の3分1以

上 を支 給 、不具 傷 は100日 以上 野手 当金 を支 給 、死 亡時 は遺族 に10円 以 上 の

葬祭 料 お よび100円 以上 の手 当金 を支給。

日露 講和 条約 締結 。 日露戦 争終 結 。

4.261903.8.30に 規 定 の電 灯料 を改正。5燭光1灯1カ 月10銭 、8燭光 同18銭

8.5精 励者 の休 暇 規 定 を制 定。1力年 間 に300日 以 上精 勤 の職 員 ・雇 には10日 、

同職 長 ・小 頭 に は5日 間 、270日 以上 精勤 職 員雇 には4日 、同職 長 小頭 には2

日間の休 暇 を与 え、 昼夜 交替 勤務者 に は2倍 の休 暇 を与 え る。

9.22ガ ス爆発 の 教訓 に よ り 衣 ・禰 衿 の着用 を坑 夫 に諭告 。

10.2ガ ス爆発 死傷 者14人 。

10.20一 般 使用 人 に麦 飯 を奨 励 、売店 に て廉価 販売。

10.24平 岡浩太 郎 没 。56歳 。

11.15ペ ス ト防止 のた め捕 鼠奨励 、鼠1匹20銭 にて 買上。1907年3月 廃 止。

この年 坑夫 募集 に奔 走 、逃 亡退職 防止策 と して貸 金策 を とったが 効果 な く、

熊 本 ・広 島で は 直接 募 集 、福 井 ・山 口 ・天 草 ・鹿 児 島 で は周 旋 人 に よ り、

さらに沖縄 ・朝 鮮 まで募 集 したが 、募集 費 の損失 に終わ る。

2.21月 の 出 炭量 が 開坑 以 来 の記録 で あっ たの で 臨時 賞 与 を支 給。 職 員小 頭1

カ月分 、 日給採 炭夫1円 、選炭 婦50銭 。

6.6入 坑手 当支 給 、坑 内職 員20銭 ・助 手15銭 ・日雇10銭 。

7.20坑 内爆 発 、死傷 者429人(死 亡365人)安 全 灯 よ りガス に引 火 して炭塵 爆発

を誘 発。 明治 期 最 大の 炭坑 災 害 とな る。 この 災 害 に対 し皇 室 よ り御 救 金

下賜(以 後 経営 難 とな り、9.4安 川敬 一郎 に譲 渡 、1910年完 全復 旧)

9.4明 治鉱 業(安 川敬 一郎)、 閉鎖 休 業 中の豊 国炭 坑 を200万 円で買収 、所 有鉱

山を一 括 して 明治鉱 業(株 資)を 創 設 。

『筑 豊石炭礦 業 史年 表』西 日本文 化協 会 、1973年か ら作成 。


